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は
じ
め
に

　

有
田
郡
湯
浅
村
（
現
有
田
郡
湯
浅
町
湯
浅
）
に
お
け
る
安
政
地

震
津
波
に
関
す
る
記
録
を
通
し
、
地
震
・
津
波
の
発
生
状
況
、
被

害
の
実
態
と
共
に
村
民
の
対
応
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
本
稿
の

目
的
と
す
る
。
村
民
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
特
に
救
援
・
復
興
施

策
及
び
被
災
経
験
か
ら
得
た
教
訓
を
継
承
す
る
活
動
が
組
織
的
に

行
わ
れ
た
こ
と
を
重
視
す
る
。

　

湯
浅
村
に
お
け
る
安
政
地
震
津
波
に
関
し
て
は
、
深
専
寺
門
前

の
「
大
地
震
津
波
心
得
の
記
」
碑
（
以
下
「
深
専
寺
石
碑
」
と
い

う
。）
の
存
在
が
名
高
い
。
建
立
さ
れ
た
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）

十
一
月
以
来
、
湯
浅
村
に
お
け
る
地
震
・
津
波
の
経
験
が
、
前
を

通
行
す
る
者
に
常
に
可
視
化
さ
れ
て
い
る
。
深
専
寺
石
碑
は
、
昭

和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
に
和
歌
山
県
指
定
史
跡
と
な
り
、
町

内
外
に
広
く
存
在
を
知
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
昭
和
六
年
、
湯
浅
町
湯
浅
の
住
民
山
下
竹
三
郎
（
破
竹
）

が『
紀
州
の
地
震
と
安
政
大
地
震
洪
浪
之
記
』と
い
う
書
籍
を
著
し
、

ま
た
自
ら
発
行
し
て
い
る
。
同
書
は
、「
安
政
年
間
の
震
災
を
主
と

し
且
我
が
湯
浅
を
中
心
と
し
て
県
下
各
地
方
の
状
況
を
記
せ
し
も

の
」（
同
書
「
序
」）
で
あ
り
、深
専
寺
石
碑
碑
文
を
翻
刻
す
る
ほ
か
、

古
記
録
を
駆
使
し
て
湯
浅
に
お
け
る
安
政
地
震
津
波
の
状
況
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
昭
和
四
十
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
湯
浅
町
誌
』

も
、
山
下
著
書
か
ら
引
用
し
た
り
、
ま
た
同
書
が
割
愛
し
た
津
波

直
後
の
寄
付
者
名
一
覧
を
古
文
書
か
ら
翻
刻
し
て
補
う
な
ど
し
て
、

地
震
・
津
波
の
状
況
や
村
民
の
対
応
を
明
ら
か
に
し
た（
１
）。

　

本
稿
で
は
、
深
専
寺
石
碑
碑
文
と
、
上
記
の
先
行
研
究
の
素
材

と
な
っ
た
古
文
書
を
現
在
可
能
な
限
り
確
認
し
、
湯
浅
村
に
お
け

る
地
震
・
津
波
の
発
生
状
況
、
被
害
の
実
態
等
を
先
行
研
究
と
の

重
複
を
厭
わ
ず
改
め
て
明
ら
か
に
し
た
い（
２
）。

湯
浅
村
に
お
け
る
安
政
地
震
津
波
へ
の
対
応
と
教
訓
の
継
承

藤
　
　
　
隆
　
宏
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写
者
、
年
代
等
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

　

な
お
、
湯
浅
村
民
以
外
の
者
が
湯
浅
の
地
震
・
津
波
被
害
に
つ

い
て
記
述
し
て
い
る
記
録
も
他
に
あ
る
が
、
本
稿
で
は
考
察
の
対

象
と
し
な
い
。
記
録
者
が
遠
隔
地
に
な
る
程
に
記
述
が
抽
象
的
に

な
っ
て
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
素
材
と
す
る
有
用
性
が
低
下
す

る
こ
と
及
び
本
稿
で
は
村
民
に
よ
る
教
訓
の
継
承
を
一
論
点
と
す

る
か
ら
で
あ
る
。

（
一
）
深
泉
寺
石
碑
「
大
地
震
津
波
心
得
の
記
」

　

湯
浅
村
民
に
よ
る
安
政
地
震
津
波
に
関
す
る
記
録
で
最
も
有
名

な
も
の
は
深
専
寺
石
碑
で
あ
る
（
本
稿
末
尾
史
料
一
）。

　
津
波
の
二
年
後
の
安
政
三
年
十
一
月
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。

　

世
話
人
と
し
て
宮
原
屋
清
兵
衛
及
び
石
屋
忠
兵
衛
の
名
が
右
側

面
に
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
後
者
は
和
歌
浦
不
老
橋
（
現
和
歌
山
市

和
歌
浦
南
）
の
建
設
に
携
わ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
西
森
忠
兵
衛

で
あ
る
。『
湯
浅
町
誌
』
に
よ
る
と
、
深
専
寺
石
碑
の
刀
刻
は
同
人

に
よ
る
も
の
と
い
う（
４
）。

　

背
面
の
最
上
段
に
は
「
当
山
廿
六
世
承
空
上
人
代
公
門
」
と
し

て
四
名
の
名
が
あ
る
。
承
空
上
人
は
当
時
の
深
専
寺
住
職
善
徴
（
寺

伝
で
は
第
二
八
代
）
で
、
公く

門も
ん
と
は
同
寺
檀
家
惣
代
で
あ
る（
５
）。

　

ま
た
、
古
文
書
の
記
録
を
検
討
し
て
い
く
と
、
村
民
に
よ
る
被

災
に
関
す
る
情
報
・
知
識
（
記
憶
）
の
共
有
化
と
そ
こ
か
ら
導
か

れ
る
教
訓
の
共
有
化
、
そ
し
て
次
世
代
以
降
の
者
ヘ
の
そ
れ
ら
の

継
承
の
過
程
も
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
安
政
三
年
の
深
専
寺
石

碑
の
建
立
は
、
津
波
に
関
す
る
教
訓
の
次
世
代
以
降
へ
の
継
承
に

他
な
ら
な
い
が
、
碑
文
と
古
文
書
の
内
容
を
対
比
す
る
こ
と
な
ど

に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
如
何
に
し
て
災
害
教
訓
を
次
世
代
以
降
に
伝

え
よ
う
と
し
た
か
と
い
う
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
令
和
二
年
度
、
和
歌
山
県
立
文
書
館
が
参
加
す
る
「
地

域
に
眠
る
『
災
害
の
記
憶
』
と
文
化
遺
産
を
発
掘
・
共
有
・
継
承

す
る
事
業（
３
）」
は
、
有
田
郡
湯
浅
町
及
び
広
川
町
を
対
象
と
し
た
。

本
稿
は
そ
の
成
果
報
告
の
一
つ
で
あ
る
。

一　
湯
浅
村
民
に
よ
る
安
政
地
震
津
波
記
録

　

安
政
地
震
津
波
と
同
時
代
の
湯
浅
村
民
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
記

録
は
、
管
見
の
限
り
深
専
寺
石
碑
碑
文
及
び
古
文
書
八
点
が
確
認

さ
れ
る
。

　

ま
ず
、
本
章
に
お
い
て
こ
れ
ら
各
記
録
の
内
容
、
作
成
者
、
転
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こ
り
、
南
西
の
方
か
ら
海
鳴
り
が
三
、四
度
聞
こ
え
る
う
ち
に

海
面
が
山
の
よ
う
に
盛
り
上
が
り
、「
津
波
だ
」
と
言
う
や
い

な
や
高
波
が
打
ち
上
げ
、
北
川
（
山
田
川
）・
南
川
（
広
川
）

の
河
原
へ
大
木
・
大
石
を
押
し
運
び
、
家
・
蔵
・
船
な
ど
を
粉
々

に
砕
き
、
高
波
が
押
し
寄
せ
る
勢
い
は
す
さ
ま
じ
く
、「
恐
ろ

し
い
」
と
い
う
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
。

　
こ
の
津
波
の
前
、
地
震
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
て
浜
へ
逃
げ
、

或
い
は
船
に
乗
り
、
ま
た
北
川
や
南
川
筋
へ
逃
げ
た
人
々
は
、

危
険
な
目
に
遭
い
、
溺
死
す
る
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

一
五
〇
年
前
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
の
地
震
の
時
に

も
、
浜
辺
へ
逃
げ
て
津
波
に
の
ま
れ
て
死
ん
だ
人
が
多
く
あ
っ

た
と
伝
え
聞
い
て
い
る
が
、
知
る
人
も
少
な
く
な
っ
て
い
く

の
で
、
こ
の
碑
を
建
て
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
昔
か
ら
の
言
い
伝
え
で
は
、
井
戸
の
水
が
減
っ
た

り
濁
っ
た
り
す
る
と
津
波
が
起
こ
る
前
兆
で
あ
る
と
い
う
が
、

今
回
の
津
波
で
は
、
井
戸
の
水
は
減
り
も
濁
り
も
し
な
か
っ

た
。

　

そ
う
で
あ
る
の
で
、
井
戸
水
の
増
減
に
は
関
係
な
く
、
今

後
万
一
大
地
震
が
起
こ
っ
た
な
ら
ば
、
火
の
用
心
を
し
て
、

　

背
面
第
二
段
目
以
下
に
石
碑
建
立
に
か
か
る
寄
付
者
四
七
筆

（
四
五
名
並
び
に
「
桶
屋
仲
間
中
」
及
び
「
手
ク
リ
（
手て

繰ぐ
り
網
漁
師
）

仲
間
」
の
二
組
）
の
名
が
あ
る
が
、
こ
の
中
に
は
同
寺
檀
家
で
な

い
者
も
い
る
と
い
う（
６
）。
世
話
人
の
石
屋
忠
兵
衛
も
檀
家
で
は
な
い（
７
）。

つ
ま
り
、
深
専
寺
石
碑
は
、
深
専
寺
門
前
に
は
あ
る
が
、
同
寺
檀

家
に
限
ら
な
い
多
く
の
村
民
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
正
面
碑
文
の
内
容
を
現
代
語
で
意
訳
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
地
震
津
波
心
得
の
記

　

嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
六
月
十
四
日
深
夜
三
時
頃
、
大

地
震
が
起
こ
り
、
翌
十
五
日
ま
で
に
三
一
、二
度
揺
れ
、
そ
れ

か
ら
小
さ
な
地
震
が
な
い
日
は
な
か
っ
た
。
六
月
二
十
五
日

頃
に
な
っ
て
よ
う
や
く
地
震
は
静
ま
り
、
人
の
心
も
落
ち
着

き
を
取
り
戻
し
た
。

　

し
か
し
、
同
年
十
一
月
四
日
晴
天
の
午
前
十
時
頃
、
再
び

大
地
震
が
発
生
、
一
時
間
ば
か
り
続
き
、
瓦
が
落
ち
、
柱
が

ね
じ
れ
る
家
も
多
か
っ
た
。
河
口
に
は
「
よ
た
」（
急
な
潮
の

満
ち
引
き
）
が
頻
繁
に
起
こ
っ
た
が
、
そ
の
日
も
大
事
な
く

暮
れ
た
。

　

翌
五
日
午
後
四
時
頃
、
昨
日
よ
り
さ
ら
に
強
い
地
震
が
起
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十
一
月
五
日
に
つ
い
て
の
記
述
で
は
、
海
鳴
り
の
後
に
津
波
が

発
生
し
て
山
田
川
（
北
川
）・
広
川
（
南
川
）
を
逆
流
し
、
家
・
蔵
・

船
を
破
壊
し
押
し
流
す
様
子
が
描
か
れ
る
。
そ
し
て
、
浜
又
は
両

川
筋
へ
避
難
し
た
人
が
危
険
な
目
に
遭
い
、
溺
死
す
る
者
も
多
か
っ

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
宝
永
地
震
津
波
の
際
に
も
浜
辺
へ
逃
げ
て

死
ん
だ
人
が
多
か
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
っ
た
が
、
知
る
人

も
少
な
く
な
っ
て
い
く
も
の
な
の
で
、
こ
の
石
碑
を
建
て
る
と
い

う
碑
建
立
の
趣
旨
が
語
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
井
戸
水
が
減
じ
る
こ
と
が
津
波
の
予
兆
で
あ
る
と
の
言

い
伝
え
が
あ
っ
た
が
、
今
回
の
津
波
に
関
し
て
は
か
か
る
現
象
は

生
じ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
今
後
大
地
震
が
発
生
し

た
際
に
は
、
井
戸
水
の
増
減
を
判
断
材
料
と
は
せ
ず
、
ま
ず
火
の

用
心
を
し
て
、
必
ず
津
波
が
押
し
寄
せ
て
く
る
は
ず
と
考
え
て
、

絶
対
に
浜
辺
や
川
筋
に
は
逃
げ
ず
、
深
専
寺
門
前
の
道
を
通
っ
て

東
の
天
神
山
へ
逃
げ
る
よ
う
と
の
教
訓
に
よ
っ
て
碑
文
は
結
ば
れ

て
い
る
。

　

碑
文
を
書
い
た
の
は
、
恵
空
一
庵
と
い
う
、
深
専
寺
に
関
わ
る

浄
土
宗
僧
侶
と
思
わ
れ
る
者
だ
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
如
何
な
る
立

場
に
あ
っ
た
者
か
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
し
、
碑
文
の
内
容
は
、

津
波
も
押
し
寄
せ
て
く
る
は
ず
と
考
え
て
、
絶
対
に
浜
辺
や

川
筋
に
は
逃
げ
ず
、
深
専
寺
門
前
を
通
っ
て
東
へ
向
か
い
、

天
神
山
へ
逃
げ
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
恵
空
一
庵
書

　

碑
文
の
記
述
は
、
嘉
永
七
年
六
月
に
発
生
し
た
伊
賀
上
野
地
震

の
経
験
か
ら
始
ま
る
。
同
地
震
と
十
一
月
四
日
（
東
海
地
震
）・
五

日
（
南
海
地
震
）
が
連
関
す
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

あ
る
。

　
十
一
月
四
日
の
記
述
に
は
、「
川
口
よ
た
来
た
る
こ
と
お
ひ
た
ゝ

し
」
と
あ
る
。「
よ
た
」
と
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
「
津

波
の
こ
と
」
と
あ
る
が
、
ま
た
、
方
言
と
し
て
①
「
津
波
」（
岩
手

県
宮
古
市
）、
②
「
高
波
」（
三
重
県
度
会
郡
）、
③
「
潮
水
の
急
に

満
ち
た
り
干
た
り
す
る
流
れ
」（
同
）、
④
「
風
や
潮
流
の
た
め
に

水
面
に
生
ず
る
う
ね
り
」（
静
岡
県
榛
原
郡
）
及
び
⑤
「
岸
近
く
浮

か
ぶ
泡
の
集
ま
り
」（
伊
豆
大
島
）
の
五
つ
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る（
８
）。
こ
の
碑
文
で
は
、「
津
波
」
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
使
用
さ

れ
て
お
り
、
古
文
書
で
の
用
例
と
併
せ
考
え
る
と
、
方
言
③
の
意

味
が
こ
こ
で
は
適
当
と
思
わ
れ
る
。
当
時
、
湯
浅
周
辺
地
域
に
お

い
て
は
、「
よ
た
」
と
い
う
語
及
び
現
象
が
、
津
波
と
は
異
な
る
も

の
と
し
て
広
く
一
般
に
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
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ア
、
Ａ
系
統
の
記
録

　

表
１
中
資
料
①
か
ら
同
③
ま
で
の
記
録
三
点
を
Ａ
系
統
の
伝
本

と
す
る
。
資
料
①
に
お
け
る
Ａ
系
統
共
通
の
記
述
部
分
を
史
料
Ａ

と
し
て
翻
刻
す
る
（
本
稿
末
尾
）。
当
該
部
分
の
記
述
は
Ａ
系
統
の

資
料
三
点
と
も
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。
た
だ
し
、
史
料
Ａ
中
傍
線

の
あ
る
三
箇
所
は
、
資
料
①
に
し
か
見
ら
れ
な
い
、
独
自
の
記
述

で
あ
る
。

　
以
下
、
Ａ
系
統
各
資
料
の
特
徴
を
述
べ
る
。

　
　
　
資
料
①

　

資
料
①
は
、
山
田
川
北
岸
の
最
勝
寺
に
伝
存
す
る（
９
）。
末
尾
（
翻

刻
後
略
部
分
）
に
「
安
政
弐
年
卯
二
月
上
旬
書
」
と
、
地
震
津
波

の
三
か
月
後
の
安
政
二
年
二
月
に
書
か
れ
た
と
あ
る
。

　
傍
線
部
①
「
北
川
橋
向
イ
大
根
畑
ヘ
居
所
ヲ
替
」、
同
③
「
翌
六

日
朝
き
の
ふ
女
共
ハ
地
震
之
時
北
川
橋
向
へ
遣
し
置
候
」
等
、
北

川
す
な
わ
ち
山
田
川
の
橋
向
か
い
（
文
脈
か
ら
川
の
南
か
ら
北
側

に
避
難
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。）
に
避
難
し
た
と
い
う
記
述
が

あ
る
。
最
勝
寺
は
そ
の
避
難
先
で
あ
る
山
田
川
の
北
側
に
位
置
す

る
こ
と
か
ら
、
資
料
①
（
史
料
Ａ
）
は
、
本
来
、
最
勝
寺
の
関
係

者
又
は
同
寺
周
辺
の
山
田
川
北
岸
住
民
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の

後
述
す
る
よ
う
に
湯
浅
村
民
間
で
共
有
さ
れ
た
情
報
・
教
訓
の
中

か
ら
抄
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
恵
空
一
庵
が
読
み
や
す

い
文
章
及
び
表
記
に
よ
り
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
二
）
古
文
書

　
次
に
、
文
書
記
録
八
点
を
確
認
し
て
い
く
（
表
１
）。
本
稿
で
は
、

同
内
容
の
記
録
が
複
数
存
在
す
る
と
き
、当
該
各
記
録
を
各
「
伝
本
」

と
呼
ぶ
。
そ
し
て
、
例
え
ば
伝
本
イ
が
別
の
伝
本
ロ
か
ら
転
写
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
、
両
者
の
関
係
に
お
い
て
伝
本
イ
を
「
転

写
本
」、
伝
本
ロ
を
「
親
本
」
と
呼
ぶ
。
か
つ
、
伝
本
ロ
が
、
伝
本

イ
を
含
む
各
伝
本
の
内
容
が
最
初
に
書
か
れ
た
も
の
（
各
伝
本
の

親
本
を
辿
っ
て
い
っ
た
と
き
の
元
の
親
本
）
で
あ
る
場
合
に
は
、

伝
本
ロ
を
各
伝
本
の
「
原
本
」
と
い
う
。

　

湯
浅
村
に
お
け
る
安
政
地
震
津
波
に
関
す
る
古
文
書
を
記
述
内

容
が
類
似
す
る
も
の
同
士
を
同
系
統
の
伝
本
と
し
て
分
類
す
る
と
、

表
１
の
表
中
Ａ
か
ら
Ｅ
ま
で
の
五
つ
の
系
統
に
分
け
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
複
数
の
異
な
る
原
本
か
ら
転
写
さ
れ

た
記
録
も
あ
り
、
原
本
の
内
容
ご
と
に
細
分
す
る
と
表
２
の
よ
う

に
全
部
で
九
パ
タ
ー
ン
の
記
録
に
分
か
れ
る
。
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表１ 湯浅村民作成の安政地震津波に関する古文書一覧
番号 系統 資料名 作成者等 作成時期等 特徴 所蔵者 翻刻

資料① Ａ
嘉永七年寅霜月津波記 
＊湯浅町教育委員会所蔵のコ
ピーにて確認

安政 2 年 (1855)
2 月上旬以降

冒頭に宝永地震津波についての記述があり、続いてＡ系統共通の
記事が続く。ただし、避難場所等、特定個人の経験が一部挿入さ
れる。その記載内容から、親本の筆者は最勝寺関係者ではないこ
とが確実であり、転写本である。 
例年 1 月 28 日開催の村の寄合で読み聞かせるようにすべき、と
いう記述がある。

最勝寺 
（湯浅） 

『新収日本地
震史料 第五
巻 別巻五ノ
二』p1628 ～
1630〔安政部
分〕/『新収日
本地震史料 補
遺 別巻』p192
～ 193〔宝永
部分〕

資料② Ａ 前代未聞録 吉河屋儀助所持
資料①と同様に、冒頭に宝永地震津波についての記述があり、続
いてＡ系統共通の記事が続くが、資料①とは避難場所等の記述が
異なる。ある時点で「吉河屋儀助所持」となっていたもの。

藤田正氏（別
所）

資料③ Ａ
大地震津浪記録 
＊湯浅町教育委員会所蔵のコ
ピーにて確認

紀府 吉田氏 安政 2 年 (1855)
初冬・9 月末

宝永地震津波に関する記事はない。 
資料①・同②の記述とは異なり、特定の者・家の経験に関する記
録はないが、被害状況等の記述は若干詳しい。 
資料①よりも後の作成であるので、転写本であることが確実。

新田正子氏
（別所）

資料④ Ｂ 地しんつなみ記 綛屋嘉七 安政 2 年 11 月
主に安政地震津波における湯浅村内及び周辺地域の被害状況・浸
水地域を要約した記述となっている。個人的な経験、避難場所等
に関する記述は見られない。

湯浅町教育
委員会

資料⑤ Ｃ 地震津浪之記 山下竹三郎 昭和 6 年以前か

山下竹三郎が、自宅及び湯浅町内の某旧家の古記録を転写したも
の。 
冒頭に資料①・同②と同じ宝永４年地震津波に関する記録が写さ
れているが、虫損による判読不能箇所多し。続いてＣ系統共通の
記述が始まるが、途中深専寺石碑正面碑文の写しが挿入される。
末尾に弘化 4 年 (1847) の善光寺地震に関する記録が写されてい
る。

湯浅町教育
委員会

資料⑥ ＣＤ 嘉永七年大地震記 山下竹三郎 昭和 6 年以前か
山下竹三郎による転写本。 
Ｃ系統共通の記述の後に、嘉永 5 年 (1852) の水害や異国船出没
等に関する独自の記録があり、Ｄ系統共通の記述に続く。

湯浅町教育
委員会

資料⑦ Ｄ
嘉永七甲寅十一月地震記 
＊湯浅町教育委員会所蔵のコ
ピーにて確認

湯浅　赤桐武兵衛 
網屋甚兵衛・繁蔵
所持

湯浅の赤桐武兵衛がＤ系統の親本から途中まで転写したもの。後、
網屋甚兵衛の家内の者であろう繁蔵が所持した。

瀬藤明子氏
（有田川町）

資料⑧ Ｅ 宝永四年の大潮 山下竹三郎 昭和 6 年以前か

その名のとおり宝永地震津波に関する記録を主に集成した山下竹
三郎による転写本 。 
冒頭に資料①・同②と同様の宝永地震に関する記載があり、その
後に安政地震津波に関する記載（Ｅ）がある。Ｅの記載の後、有
田郡田村（現湯浅町田）の神主家による宝永津波記録 、同郡千田
村（現有田市千田）辺りの神職によるものと思しき嘉永・安政期
の記録及び「文政十一年霜ふり月十二日新板越後国大地震口解」
なる記録の写しが収録されている。

湯浅町教育
委員会

＊安政地震津波に関する記述内容が酷似する資料同士を同系統の伝本としてＡ～Ｅに分類した。
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表１ 湯浅村民作成の安政地震津波に関する古文書一覧
番号 系統 資料名 作成者等 作成時期等 特徴 所蔵者 翻刻

資料① Ａ
嘉永七年寅霜月津波記 
＊湯浅町教育委員会所蔵のコ
ピーにて確認

安政 2 年 (1855)
2 月上旬以降

冒頭に宝永地震津波についての記述があり、続いてＡ系統共通の
記事が続く。ただし、避難場所等、特定個人の経験が一部挿入さ
れる。その記載内容から、親本の筆者は最勝寺関係者ではないこ
とが確実であり、転写本である。 
例年 1 月 28 日開催の村の寄合で読み聞かせるようにすべき、と
いう記述がある。

最勝寺 
（湯浅） 

『新収日本地
震史料 第五
巻 別巻五ノ
二』p1628 ～
1630〔安政部
分〕/『新収日
本地震史料 補
遺 別巻』p192
～ 193〔宝永
部分〕

資料② Ａ 前代未聞録 吉河屋儀助所持
資料①と同様に、冒頭に宝永地震津波についての記述があり、続
いてＡ系統共通の記事が続くが、資料①とは避難場所等の記述が
異なる。ある時点で「吉河屋儀助所持」となっていたもの。

藤田正氏（別
所）

資料③ Ａ
大地震津浪記録 
＊湯浅町教育委員会所蔵のコ
ピーにて確認

紀府 吉田氏 安政 2 年 (1855)
初冬・9 月末

宝永地震津波に関する記事はない。 
資料①・同②の記述とは異なり、特定の者・家の経験に関する記
録はないが、被害状況等の記述は若干詳しい。 
資料①よりも後の作成であるので、転写本であることが確実。

新田正子氏
（別所）

資料④ Ｂ 地しんつなみ記 綛屋嘉七 安政 2 年 11 月
主に安政地震津波における湯浅村内及び周辺地域の被害状況・浸
水地域を要約した記述となっている。個人的な経験、避難場所等
に関する記述は見られない。

湯浅町教育
委員会

資料⑤ Ｃ 地震津浪之記 山下竹三郎 昭和 6 年以前か

山下竹三郎が、自宅及び湯浅町内の某旧家の古記録を転写したも
の。 
冒頭に資料①・同②と同じ宝永４年地震津波に関する記録が写さ
れているが、虫損による判読不能箇所多し。続いてＣ系統共通の
記述が始まるが、途中深専寺石碑正面碑文の写しが挿入される。
末尾に弘化 4 年 (1847) の善光寺地震に関する記録が写されてい
る。

湯浅町教育
委員会

資料⑥ ＣＤ 嘉永七年大地震記 山下竹三郎 昭和 6 年以前か
山下竹三郎による転写本。 
Ｃ系統共通の記述の後に、嘉永 5 年 (1852) の水害や異国船出没
等に関する独自の記録があり、Ｄ系統共通の記述に続く。

湯浅町教育
委員会

資料⑦ Ｄ
嘉永七甲寅十一月地震記 
＊湯浅町教育委員会所蔵のコ
ピーにて確認

湯浅　赤桐武兵衛 
網屋甚兵衛・繁蔵
所持

湯浅の赤桐武兵衛がＤ系統の親本から途中まで転写したもの。後、
網屋甚兵衛の家内の者であろう繁蔵が所持した。

瀬藤明子氏
（有田川町）

資料⑧ Ｅ 宝永四年の大潮 山下竹三郎 昭和 6 年以前か

その名のとおり宝永地震津波に関する記録を主に集成した山下竹
三郎による転写本 。 
冒頭に資料①・同②と同様の宝永地震に関する記載があり、その
後に安政地震津波に関する記載（Ｅ）がある。Ｅの記載の後、有
田郡田村（現湯浅町田）の神主家による宝永津波記録 、同郡千田
村（現有田市千田）辺りの神職によるものと思しき嘉永・安政期
の記録及び「文政十一年霜ふり月十二日新板越後国大地震口解」
なる記録の写しが収録されている。

湯浅町教育
委員会

＊安政地震津波に関する記述内容が酷似する資料同士を同系統の伝本としてＡ～Ｅに分類した。
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表２ 湯浅村民作成安政地震津波記録原本・伝本の成立年代・内容等
内容の

パターン 資料番号 原本（・伝本）
作成者等

原本（・伝本）
作成時期等 主な内容

1 Ａ

資料①

（伝本） 
湯浅村市街地の住
民で、地震後に家
内の者が北川橋向
イ大根畑ヘ避難し
た者

（伝本） 
安政 2 年
(1855)2 月上
旬以前 ・伊賀上野地震の様子・各地被害 

・地震・津波の際の状況「津浪実体」 
・今後の心得「心得之事」（逃げ道含む） 
・昔からの言い伝えと安政地震・津波時の相違 
・津波後の人々の様子「津浪後之人気」 
・各所の被害状況 
・筆者の考え「存寄リ」 
・「救合」について・寄付者名簿

資料②
湯浅村市街地の住
民で、地震後に別
所村蜜柑畑ヘ避難
した者

資料③

（伝本） 
紀府 吉田氏（湯
浅村市街地の住民
か） 

（伝本） 
安政 2 年
(1855)9 月 29
日か 30 日

2 Ｂ 資料④ 綛屋嘉七 安政 2 年 11
月

・伊賀上野地震の様子 
・地震・津波の際の状況 
・各所の被害状況

3 Ｃ－１ 資料⑤ 
資料⑥

湯浅村市街地の住
民で、地震後鍛冶
屋町・深専寺前を
通って天神山へ避
難し、別所村「別
忠のせど」に小屋
掛けして 7,8 日暮
らした者

安政 5 年以降 ・地震・津波の際の状況（逃げ道含む） 
・各所の被害状況

4 Ｃ－２ 資料⑤ 
資料⑥ 安政 4 年以降

・伊賀上野地震の様子 
・地震・津波の際の状況 
・逃げ道 
・各所の被害状況

5 Ｃ－３ 資料⑤ 
資料⑥ 安政 2 年正月

・伊賀上野地震の様子 
・地震・津波の際の状況 
・逃げ道 
・各所の被害状況

6 Ｃ－４ 資料⑤ 
資料⑥

御蔵町周辺に住む
者

安政元年 12
月 5 日

・地震・津波の際の状況 
・今後の心得（逃げ道含む） 
・各所の被害状況

7 Ｃ－５ 資料⑤ 
資料⑥

湯浅村北組・南組
兼帯庄屋北村（大
坂屋）清左衛門

安政元年 12
月 16 日

・伊賀上野地震の様子・各地被害 
・地震・津波の際の状況 
・各所の被害状況 
・「救合」について 
・逃げ道

8 Ｄ 資料⑥ 
資料⑦

安政 2 年 3 月
下旬以降

・地震・津波の際の状況（海浜部の記述が詳しい） 
・逃げ道 
・各所の被害状況 
・「救合」について・寄付者名簿 
・津波後の人々の様子

9 Ｅ 資料⑧ 安政 2 年 5 月
以降

・伊賀上野地震の様子 
・地震・津波の際の状況（海浜部の記述が詳しい） 
・各所の被害状況 
・「救合」について
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て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
資
料
①
の
親
本
及
び
同
②
の
筆
者
が
避
難

し
た
場
所
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
の
で
、
当
該
箇
所
の
記
述
が
異

な
る
と
い
う
こ
と
は
、
資
料
①
の
親
本
の
筆
者
と
同
②
の
筆
者
は

異
な
る
こ
と
に
な
る
。

　
資
料
②
の
末
尾
に
は
「
吉
河
屋
儀
助
所
持
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

作
成
時
期
の
記
載
は
な
い
。「
吉
河
屋
儀
助
」
は
、
史
料
Ａ
に
お
い

て
「
救
合
米
」
一
俵
を
供
出
し
た
者
「
吉
川
ヤ
儀
助
」
と
し
て
名

が
あ
る
。

　

以
上
か
ら
、
資
料
②
は
、
資
料
①
の
親
本
を
書
い
た
者
と
は
異

な
る
湯
浅
市
街
地
の
住
民
に
よ
り
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
あ
る

時
点
か
ら
「
吉
河
屋
儀
助
所
持
」
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
同
人
が
資
料
②
を
書
い
た
の
か
、
又
は
転
写
し
た
の
か

は
不
明
で
あ
る（

（1
（

。
す
な
わ
ち
資
料
②
が
Ａ
系
統
の
原
本
か
転
写
本

で
あ
る
か
も
、
確
認
で
き
な
い
。

　
　
　
資
料
③

　

資
料
③
は
、
史
料
Ａ
の
傍
線
部
①
に
あ
た
る
箇
所
が
「
辻
又
ハ

広
キ
場
所
ニ
而
夜
を
明
す
積
リ
に
て
畳
持
寄
又
ハ
板
を
な
ら
べ
鍋
・

釜
・
米
・
行
灯
の
類
を
持
出
し
」
と
な
っ
て
い
る
。
傍
線
部
②
及

び
同
③
に
あ
た
る
箇
所
に
も
特
定
の
避
難
場
所
の
記
載
は
な
く
、

で
は
な
く
、
山
田
川
南
側
の
湯
浅
村
市
街
地
の
村
民
に
よ
っ
て
書

か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
資
料
①
は
、
別

の
親
本
か
ら
転
写
さ
れ
た
転
写
本
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、「
安
政
弐
年
卯
二
月
上
旬
書
」
と
あ
る
作
成
時
期

は
、
親
本
の
も
の
か
、
転
写
本
（
資
料
①
）
作
成
時
の
も
の
か
、

確
定
し
な
い
。
た
だ
し
、
遅
く
と
も
こ
の
時
期
ま
で
に
Ａ
系
統
の

原
本
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
資
料
①
に
は
冒
頭
に
、「
毎
年
正
月
廿
八
日
村
一
統
寄
合

之
節
、
此
壱
紙
誦
ミ
聞
セ
、
一
同
ニ
相
心
得
候
様
披
露
可
致
候
も

の
也
」
と
あ
る
。
資
料
①
に
関
連
し
た
内
容
の
「
壱
紙
（
（1
（

」
が
あ
り
、

そ
れ
を
例
年
一
月
二
十
八
日
開
催
の
村
の
寄
合
で
読
み
聞
か
せ
る

よ
う
に
す
べ
き
、
と
い
う
注
目
す
べ
き
記
述
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
も
最
勝
寺
周
辺
の
「
村
一
統
寄
合
」
を
指
す
の
か
、
又
は
湯

浅
市
街
地
の
そ
れ（

（1
（

を
指
す
の
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
確
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　
　
　
資
料
②

　
資
料
②
は
、
史
料
Ａ
の
傍
線
部
①
に
あ
た
る
箇
所
が
「
野
中
ヘ
」、

同
②
の
箇
所
が
「
別
所
村
蜜
柑
畑
」
及
び
同
③
の
箇
所
が
「
其
夜

女
・
子
供
ヲ
失
ひ
方
々
と
相
尋
候
処
漸
尋
合
」
と
い
う
記
述
に
な
っ
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Ａ
系
統
記
録
の
記
載
内
容
は
、
湯
浅
村
全
体
の
被
害
状
況
を
ま

と
め
た
も
の
を
含
む
。
決
し
て
一
個
人
の
経
験
だ
け
か
ら
記
す
こ

と
は
で
き
な
い
、
集
約
さ
れ
た
情
報
も
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

Ａ
系
統
記
録
は
、
原
本
作
成
時
点
（
遅
く
と
も
安
政
二
年
二
月
）

で
既
に
集
約
・
共
有
化
さ
れ
て
い
た
情
報
を
含
め
て
記
録
し
た
も

の
で
あ
る
。

　
ま
た
、そ
れ
が
更
に
転
写
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、記
載
内
容
（
す

な
わ
ち
津
波
被
災
情
報
）
の
更
な
る
共
有
化
が
行
わ
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
も
で
き
る
。
か
つ
、
Ａ
系
統
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
転

写
の
過
程
で
、
史
料
Ａ
の
傍
線
部
に
あ
た
る
箇
所
の
記
述
が
三
点

と
も
異
な
る
よ
う
に
、
転
写
者
個
人
の
経
験
等
に
書
き
換
え
ら
れ

る
な
ど
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
て
、
転

写
と
同
時
に
記
録
が
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
共

有
化
さ
れ
た
集
合
的
記
憶
に
転
写
者
個
人
又
は
家
の
記
憶
が
挿
入

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
転
写
本
が
継
承
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
記
載
内
容
が
転
写
者
の
家
の
教
訓
と
し
て
継
承
さ
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
イ
、
Ｂ
の
記
録

　

Ｂ
に
分
類
し
た
記
録
は
、
管
見
の
限
り
資
料
④
一
点
の
み
で
あ

特
定
の
者
の
具
体
的
経
験
が
綴
ら
れ
て
い
る
資
料
①
・
同
②
の
記

述
と
は
異
な
る
一
般
的
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
特
定
の
者
・
家

の
経
験
に
関
す
る
記
録
は
な
い
が
、
被
害
状
況
等
の
記
述
に
資
料

①
・
同
②
よ
り
も
若
干
詳
し
い
部
分
が
あ
る
。

　

作
成
時
期
に
つ
い
て
は
末
尾
に
「
于
時
安
政
弐
稔
乙
卯
初
冬
写

之
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、
文
中
に
「
此
記
認
メ
候
ハ
翌

年
卯
九
月
末
な
れ
ど
も
」
と
い
う
資
料
③
独
自
の
記
載
も
あ
る
。

同
年
の
立
冬
は
九
月
二
十
九
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
資
料
③
は
安

政
二
年
九
月
二
十
九
日
か
翌
三
十
日
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
転
写
本
で
あ
る
こ
と
が
確
実
な
資
料
①
よ
り
も
遅

い
時
期
の
作
成
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
資
料
③
も
確
実
に
転
写
本
で

あ
る
。
表
紙
に
「
紀
府　

吉
田
氏
主
」
と
あ
る
が
、
吉
田
氏
が
如

何
な
る
者
で
あ
る
か
、
現
所
蔵
者
と
の
関
係
も
含
め
不
明
で
あ
る
。

　
　
　
Ａ
系
統
記
録
小
括

　

以
上
、
Ａ
系
統
記
録
の
伝
本
三
点
を
見
て
き
た
が
、
少
な
く
と

も
資
料
①
及
び
同
③
は
転
写
本
で
あ
る
。
そ
し
て
、
資
料
①
末
尾

の
年
記
か
ら
、
遅
く
と
も
地
震
・
津
波
三
か
月
後
の
安
政
二
年
二

月
に
は
湯
浅
周
辺
地
域
に
お
い
て
、
Ａ
系
統
記
録
の
原
本
と
な
る

も
の
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
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こ
れ
を
記
し
た
の
は
、前
述
の
山
下
竹
三
郎
で
あ
る
。
資
料
⑤
は
、

山
下
が
自
宅
及
び
湯
浅
町
内
の
某
旧
家
の
古
記
録
を
転
写
し
た
も

の
で
あ
り
、
著
書
の
材
料
と
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
転
写
年
代
は
昭
和
六
年
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、

資
料
⑥
も
、
筆
跡
か
ら
山
下
作
成
の
転
写
本
で
あ
る
こ
と
が
確
実

で
あ
る
。
た
だ
し
、
資
料
⑥
の
後
半
部
分
は
、
後
述
す
る
Ｄ
系
統

の
記
述
と
な
る
。

　

資
料
⑤
は
、
本
文
冒
頭
に
資
料
①
・
同
②
冒
頭
と
同
じ
宝
永
四

年
地
震
津
波
に
関
す
る
記
録
（
（1
（

が
写
さ
れ
て
い
る
が
、
虫
損
に
よ
り

判
読
不
能
と
さ
れ
る
箇
所
が
多
い
。
そ
の
後
に
Ｃ
系
統
共
通
の
記

述
が
続
く
が
、
途
中
に
深
専
寺
石
碑
正
面
碑
文
の
写
し
が
挿
入
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
末
尾
に
「
弘
化
四
丁
未
三
月
廿
四
日
信
州
善

光
寺
近
隣
大
地
震
調
書
之
写
」
と
い
う
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）

の
善
光
寺
地
震
に
関
す
る
記
録
が
写
さ
れ
て
い
る
。

　
資
料
⑥
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
か
ら
Ｃ
系
統
共
通
の
記
述
が
あ
り
、

そ
の
後
、
嘉
永
五
年
の
水
害
や
異
国
船
出
没
等
に
関
す
る
独
自
の

記
録
を
挟
ん
で
Ｄ
系
統
の
記
述
に
続
く
。

　
　
　
Ｃ
系
統
収
録
の
記
録
五
種

　

Ｃ
系
統
の
記
録
は
資
料
⑤
及
び
同
⑥
の
二
種
類
あ
り
、
い
ず
れ

る
（
（1
（

。
地
震
津
波
の
一
年
後
、
安
政
二
年
十
一
月
に
綛
屋
嘉
七
に
よ
っ

て
書
か
れ
た
も
の
と
い
う
。
同
人
は
、
史
料
Ａ
に
お
い
て
「
救
合
」

と
し
て
銀
一
七
匁
を
供
出
し
た
者
「
カ
セ
ヤ
嘉
七
」
と
し
て
名
が

あ
る
。
内
容
は
、
主
に
安
政
地
震
津
波
に
お
け
る
湯
浅
村
内
及
び

周
辺
地
域
の
被
害
状
況
・
浸
水
地
域
を
要
約
し
た
記
述
と
な
っ
て

い
る
。
個
人
的
な
経
験
、
避
難
場
所
等
に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ

な
い
。
つ
ま
り
、
Ｂ
の
記
録
も
集
約
・
共
有
化
さ
れ
て
い
た
情
報

を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ウ
、
Ｃ
系
統
の
記
録

　

Ｃ
系
統
の
伝
本
は
、
資
料
⑤
及
び
同
⑥
の
二
点
確
認
さ
れ
る
。

い
ず
れ
も
湯
浅
町
教
育
委
員
会
が
所
蔵
す
る
旧
同
町
立
図
書
館
蔵

書
で
あ
る
転
写
本
で
あ
る
。

　
資
料
⑤
の
表
紙
に
は
、「
地
震
津
浪
之
記
」
と
い
う
外
題
が
付
さ

れ
、
表
紙
裏
に
は
次
の
記
載
が
あ
る
。

一
、
本
記
ハ
自
宅
ニ
ア
リ
シ
記
録
ノ
虫
害
ノ
為
メ
写
シ
替
ヘ

　
　
タ
ル
ト
町
内
某
旧
家
ニ
各
保
存
ノ
記
録
ヲ
蒐
集
謄
写
シ

　
　
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
書
中
不
明
ノ
文
字
ア
ル
モ
判
読
ノ
外

　
　
ナ
シ

　
大
切
ニ
保
存
之
事
㊞
（
印
字
は
「
山
下
」）
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あ
る
こ
と
か
ら
、
原
本
は
地
震
・
津
波
後
三
年
経
過
以
後
に
書
か

れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。「
鍛
次
屋
町
・
御
蔵
町
を
上
リ
道
町
へ

ぬ
け
寺
前
筋
を
天
神
山
へ
逃
け
る
、
是
ハ
大
一
之
道
筋
也
」
と
い

う
教
訓
的
記
述
を
含
む
。

　

Ｃ
‐
３
は
、
原
本
が
地
震
・
津
波
二
か
月
後
の
安
政
二
年
正
月

に
書
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も「
比
道
筋
ハ
大
極
上
之
道
也
」

と
い
う
教
訓
的
記
述
を
含
む
。

　
Ｃ
‐
４
の
原
本
は
、
安
政
元
年
十
二
月
五
日
書
か
れ
た
も
の
で
、

具
体
的
な
避
難
路
等
に
つ
い
て
述
べ
た
上
で
「
右
之
通
リ
相
心
得

可
申
事
」
と
結
ん
で
お
り
、
明
ら
か
に
他
者
へ
の
教
訓
と
し
て
書

か
れ
た
記
録
で
あ
る
。

　

Ｃ
‐
５
の
原
本
は
、
安
政
元
年
十
二
月
十
六
日
に
書
か
れ
た
も

の
で
あ
る
。
原
本
を
記
し
た
者
は
、
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

中
町
に
住
み
、
村
方
名
寄
帳
を
管
理
す
る
村
役
人
で
、
家
内
に
佐

太
六
と
い
う
者
が
お
り
、
か
つ
伊
助
・
四
郎
左
衛
門
と
い
う
同
族

又
は
近
し
い
者
を
持
つ
人
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち

当
時
湯
浅
村
北
組
・
南
組
の
兼
帯
庄
屋
で
あ
っ
た（

（1
（

北
村
（
大
坂
屋
）

清
左
衛
門
で
あ
ろ
う（

（1
（

。

　

Ｃ
‐
５
は
、
北
村
清
左
衛
門
個
人
が
取
っ
た
行
動
が
非
常
に
詳

も
山
下
竹
三
郎
に
よ
る
転
写
本
で
あ
る
こ
と
は
右
に
述
べ
た
。
し

た
が
っ
て
、
Ｃ
系
統
の
記
述
は
、
同
じ
親
本
か
ら
山
下
が
複
数
転

写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
Ｃ
系
統
の
記
録
は
、
内
容
か
ら
更
に
Ｃ
‐
１
か
ら
Ｃ

‐
５
ま
で
五
パ
タ
ー
ン
の
記
録
に
細
分
化
で
き
る
（
表
２
）。
つ
ま

り
、
Ｃ
系
統
の
記
録
は
、
元
は
異
な
る
五
つ
の
原
本
を
持
つ
記
録

が
転
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
山
下
が
異
な
る
五
つ
の

親
本
を
転
写
し
た
の
か
、
又
は
複
数
の
原
本
か
ら
転
写
さ
れ
た
親

本
か
ら
更
に
転
写
し
た
の
か
は
定
か
で
な
い
。

　

Ｃ
‐
１
は
、
地
震
後
鍛
冶
屋
町
・
深
専
寺
前
を
通
っ
て
天
神
山

へ
避
難
し
、
別
所
村
「
別
忠
の
せ
ど
」
に
小
屋
掛
け
し
て
七
、八
日

暮
ら
し
た
者
に
よ
っ
て
原
本
は
書
か
れ
て
い
る
。「
地
震
ハ
あ
と
か

ら
三
四
年
も
ゆ
り
た
れ
け
れ
と
も
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
震
・
津
波
後
四
年
経
過
後
に
書
か
れ
た
記
録
だ
ろ
う
。
末

尾
に
「
大
地
震
ゆ
り
た
ら
広
い
所
に
逃
る
事
」
と
い
う
直
截
に
教

訓
を
読
者
に
伝
え
る
記
述
（
以
下
「
教
訓
的
記
述
」
と
い
う
。）
を

含
み
、
家
内
又
は
子
孫
の
者
ヘ
向
け
教
訓
と
し
て
書
か
れ
た
記
録

で
あ
る
と
い
え
る
。

　
Ｃ
‐
２
も
、「
又
々
地
震
ハ
三
年
間
ゆ
り
申
候
」
と
い
う
記
述
が
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一
方
、
資
料
⑦
は
、
冒
頭
に
「
地
震
記
」
と
い
う
題
が
付
さ
れ
、

末
尾
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

…
右
地
震
記
雖
レ
未
レ
半
事
多
く
し
て
記
に
暇
あ
ら
ず
、
依
而

爰
ニ
省
略
ス
、
心
得
可
ク
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
浅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
桐
武
兵
衛

　
　
　
　
嘉
永
七
甲
寅
重
壱
月
書

　
　
　
　
　
　
網
屋
甚
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繁
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
網
屋
甚
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繁
蔵

　
「
嘉
永
七
甲
寅
重
壱
月
書
」
以
降
の
記
述
は
そ
れ
以
前
と
筆
跡
が

異
な
っ
て
お
り
、
網
屋
繁
蔵
が
書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

資
料
⑥
の
末
尾
に
は
書
か
れ
て
あ
る
安
政
元
年
十
二
月
以
降
の
出

来
事
に
関
す
る
記
載
が
な
く
、
最
後
に
「
右
地
震
記
雖
レ
未
レ
半
事

多
く
し
て
記
に
暇
あ
ら
ず
、
依
而
爰
ニ
省
略
ス
」
と
あ
る
。
つ
ま

し
く
書
か
れ
て
あ
る
。
個
人
の
行
動
の
記
録
と
し
て
は
最
も
詳
細

で
あ
る
。
し
か
も
、
同
人
は
庄
屋
で
あ
る
の
で
非
常
に
興
味
深
い

内
容
で
あ
る
と
い
え
る
。「
已
来
大
地
震
有
之
候
ハ
ヽ
洪
浪
と
相
心

得
、
逃
道
ハ
深
専
寺
前
よ
り
土
井
堀
へ
出
、
天
神
坂
之
上
の
方
へ

参
リ
候
事
、
必
す
外
道
へ
参
リ
不
申
相
心
得
候
事
、
御
蔵
後
ロ
手

へ
汐
上
リ
有
之
候
間
右
之
方
へ
参
リ
不
申
事
」
と
い
う
教
訓
的
記

述
を
含
む
。

　

ま
た
、
次
章
で
述
べ
る
よ
う
に
数
値
化
さ
れ
た
湯
浅
村
全
体
の

被
害
記
録
等
も
あ
る
。
庄
屋
の
記
録
で
あ
る
こ
と
か
ら
従
来
信
頼

性
も
高
い
も
の
と
評
価
さ
れ
た
よ
う
で
、
先
行
研
究
も
、
Ｃ
‐
５

を
多
く
典
拠
に
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
エ
、
Ｄ
系
統
の
記
録

　

資
料
⑥
の
後
半
部
分
と
資
料
⑦
は
同
内
容
で
あ
り
、
Ｄ
系
統
と

し
た
。

　
資
料
⑥
に
は
、「
三
月
朔
日
・
同
十
六
日
・
十
七
日
の
夜
地
震
少
々

計
大
な
り
、
夫
よ
り
十
九
日
七
ツ
時
又
々
地
震
」
と
い
う
記
載
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
早
く
て
も
安
政
二
年
三
月
十
九
日
以
降
に
書
か

れ
た
記
録
を
親
本
と
し
て
、
山
下
竹
三
郎
が
書
き
写
し
た
と
い
う

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
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そ
の
名
の
と
お
り
宝
永
地
震
津
波
に
関
す
る
記
録
を
主
に
集
成
し

た
転
写
本
で
あ
る
。
同
書
冒
頭
に
、
資
料
①
・
同
②
冒
頭
部
と
同

様
の
宝
永
地
震
に
関
す
る
記
載
が
あ
り
、
そ
の
後
に
、
安
政
地
震

津
波
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。
こ
の
記
録
を
Ｅ
と
し
た
。
な
お
、

Ｅ
の
記
載
の
後
、
有
田
郡
田
村
（
現
湯
浅
町
田
）
の
神
主
家
に
よ

る
宝
永
津
波
記
録
（
（1
（

、
同
郡
千
田
村
（
現
有
田
市
千
田
）
辺
り
の
神

職
に
よ
る
も
の
と
思
し
き
嘉
永
・
安
政
期
の
記
録
及
び
「
文
政

十
一
年
霜
ふ
り
月
十
二
日
新
板
越
後
国
大
地
震
口
解
」
な
る
文
政

十
一
年
（
一
八
二
八
）
の
越
後
三
条
地
震
に
関
す
る
記
録
の
写
し

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｅ
の
記
録
に
は
、
最
後
の
段
落
に
次
の
と
お
り
記
載
が
あ
り
（
第

三
章
に
現
代
語
訳
）、
明
ら
か
に
教
訓
と
し
て
他
者
へ
向
け
て
書
か

れ
た
記
述
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
原
本
は
津
波
翌
年
の
安
政
二
年

五
月
以
降
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

一
津
な
み
と
言
ハ
汐
沖
ゟ
高
ク
成
と
存
候
へ
ど
も
、
左
程
沖

ゟ
も
汐
来
る
と
も
相
見
江
不
申
、
大
イ
成
地
震
ゆ
り
候
へ

者
汐
茂
左
之
通
ゆ
り
揚
る
と
存
候
事
、
左
候
へ
者
浜
き
わ

ゟ
上
リ
候
与
存
候
、
大
イ
成
地
震
ゆ
り
候
得
者
浜
江
逃
ケ

候
事
者
よ
ろ
し
か
ら
ず
、
又
者
船
へ
乗
も
同
断
、
船
へ
乗

り
資
料
⑦
は
、「
地
震
記
」
と
い
う
Ｄ
系
統
の
親
本
を
湯
浅
の
赤
桐

武
兵
衛
が
途
中
ま
で
転
写
し
た
記
録
で
、
そ
の
後
に
網
屋
甚
兵
衛

の
家
内
の
者
で
あ
ろ
う
繁
蔵
が
所
有
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
赤
桐
武
兵
衛
は
、
湯
浅
に
お
い
て
最
も
古
い
時
期
か
ら
近
代

ま
で
活
躍
し
た
醤
油
業
者
（
（1
（

だ
が
、
史
料
Ａ
の
「
救
合
」
供
出
者
一

覧
に
は
名
を
見
出
せ
な
い
（
銀
四
〇
目
を
供
出
し
た
赤
桐
善
兵
衛

（
Ｄ
系
統
記
録
の
一
覧
で
は
「
善
太
郎
」）
の
身
内
の
者
か
否
か
は

不
明
。）。
網
屋
甚
兵
衛
は
、
米
一
〇
石
二
斗
四
升
四
合
を
供
出
し

て
い
る
。
資
料
⑦
の
現
所
蔵
者
は
、「
網
屋
」
の
屋
号
を
持
つ
湯
浅

の
旧
家
の
親
類
で
あ
る
が
、
網
屋
甚
兵
衛
・
繁
蔵
及
び
赤
桐
武
兵

衛
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

　
Ｄ
系
統
の
記
録
も
、「
右
之
通
銘
々
分
限
に
応
じ
救
合
家
流
レ
家

業
成
リ
か
た
き
難
渋
の
も
の
日
々
此
恩
沢
を
蒙
妻
子
と
て
も
飢
に

及
さ
る
事
誠
ニ
有
難
き
事
子
孫
に
伝
へ
て
不
可
忘
」
な
ど
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
明
ら
か
に
原
本
は
家
内
・
子
孫
へ
の
教
訓
と
し
て
書

か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
オ
、
Ｅ
の
記
録

　

資
料
⑧
も
湯
浅
町
教
育
委
員
会
所
蔵
の
山
下
竹
三
郎
に
よ
る
転

写
本
（
（1
（

で
、『
宝
永
四
年
の
大
潮
』
と
い
う
外
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。
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で
き
る
こ
と
か
ら
、
湯
浅
村
民
間
で
は
、
被
害
情
報
の
交
換
・
共

有
が
、
記
録
の
筆
写
を
含
め
て
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推

察
さ
れ
る
。
ま
た
、
転
写
の
過
程
で
、
内
容
の
一
部
を
自
家
の
経

験
に
差
し
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
災
害
記
録
の
各
家
で
の
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
は
Ｂ
（
資
料
④
）
を
除
き
、
明
ら
か
に
他
者
に

教
訓
と
し
て
読
ま
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
Ｂ

の
記
録
も
、
直
截
に
教
訓
的
な
記
述
は
な
い
が
、
被
害
状
況
を
記

す
こ
と
に
よ
っ
て
後
の
教
訓
と
な
る
こ
と
を
意
識
し
て
書
か
れ
た

も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
個
別
具
体
的
な
避
難
路
・
避
難
場
所
や

経
験
が
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
て
書
か
れ
て
い
る
も
の
の
あ
る
こ
と

か
ら
、
概
ね
読
者
と
し
て
は
家
内
の
者
や
子
孫
等
が
想
定
さ
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

二　
湯
浅
村
に
お
け
る
安
政
地
震
津
波
の
状
況

　

前
章
で
確
認
し
た
湯
浅
村
民
に
よ
る
記
録
か
ら
、
安
政
地
震
津

波
及
び
そ
れ
に
伴
う
被
害
の
状
況
並
び
に
湯
浅
村
民
の
対
応
を
ま

と
め
て
み
る
。

候
て
死
ス
人
も
有
之
候
、
前
方
之
津
な
み
ハ
ゆ
る
〳
〵
と

来
る
と
申
事
ニ
候
得
と
も
相
違
ニ
而
、
汐
わ
き
立
汐
来
ル

時
誠
ニ
は
や
し
、
引
時
者
ゆ
る
や
か
と
存
候
、
尚
又
其
節

ハ
金
銀
・
証
文
・
大
切
之
品
流
し
候
者
有
之
、
且
ま
た
其

品
を
ひ
ら
い
候
者
御
上
様
ゟ
夫
々
調
べ
吟
味
ヲ
致
候
事
、

扨
又
大
晦
日
ニ
地
な
り
大
イ
ニ
す
る
、
卯
正
月
九
日
下
浪

つ
よ
く
皆
々
お
ど
ろ
き
候
事
、
夫
ゟ
四
五
月
時
分
迄
壱
弐

度
づ
ゝ
地
震
ゆ
り
候
事

　
カ
、
古
文
書
小
括

　

以
上
、
現
存
す
る
湯
浅
村
民
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
安
政
地
震
津

波
に
関
す
る
古
文
書
を
確
認
し
た
。
現
在
五
系
統
八
点
の
記
録
が

確
認
さ
れ
る
が
、
資
料
②
及
び
同
④
を
除
く
全
て
が
転
写
本
で
あ

る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。
ま
た
、
記
述
内
容
は
全
部
で
九
パ
タ
ー

ン
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
原
本
は
、
い
ず
れ
も
市
街

地
に
居
住
し
た
者
に
よ
る
記
録
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
中
に

は
、
湯
浅
村
北
・
南
組
庄
屋
北
村
清
左
衛
門
も
い
た
。

　

九
パ
タ
ー
ン
の
記
録
全
て
に
、
集
約
さ
れ
た
情
報
で
あ
る
村
内

各
所
の
被
害
状
況
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
表
２
）
な
ど
、
内
容
が

近
似
し
た
も
の
が
多
く
、
ま
た
、
複
数
の
転
写
本
の
存
在
が
確
認
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見
に
行
く
者
も
多
く
、
そ
の
う
ち
に
津
波
が
起
こ
る
と
の
風
聞
が

出
て
大
騒
動
と
な
っ
た
。
各
家
が
、
衣
類
・
蒲
団
・
米
な
ど
を
老
人
・

女
性
・
子
供
に
持
た
せ
、
別
所
村
・
青
木
村
・
山
田
村
・
吉
川
村

（
現
湯
浅
町
内
の
各
大
字
）
等
の
近
在
の
親
類
や
心
安
い
人
の
家
に

避
難
さ
せ
、
成
年
男
性
の
み
が
自
宅
に
残
っ
て
い
た
。
庄
屋
の
記

録
で
あ
る
Ｃ
‐
５
に
よ
る
と
、
津
波
を
警
戒
し
て
山
田
川
・
広
川

各
河
口
へ
漁
師
約
二
〇
名
ず
つ
を
付
け
て
番
を
さ
せ
た
。
し
か
し
、

そ
の
日
は
そ
の
後
夜
ま
で
何
事
も
な
く
、
皆
喜
ん
だ
。

　

翌
五
日
は
前
日
以
上
の
晴
天
で
、
前
日
の
地
震
後
は
至
極
静
謐

な
状
態
が
続
い
て
い
た
の
で
、
皆
安
心
し
、
避
難
さ
せ
た
家
族
及

び
家
財
を
戻
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
昼
七
つ
か
ら
七
つ
半
時
（
午

後
四
時
～
五
時
）
頃
に
前
日
の
何
倍
も
の
大
地
震
が
発
生
し
、
皆

仰
天
し
て
家
か
ら
出
て
、
野
外
へ
畳
を
出
し
て
そ
の
上
に
集
ま
っ

て
い
た
が
地
震
は
な
か
な
か
止
ま
ず
、
八
〇
才
位
の
老
人
も
記
憶

に
な
い
と
い
う
ほ
ど
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
半
時
（
一
時
間
）
ほ
ど

し
て
よ
う
や
く
地
震
が
弱
く
な
っ
た
の
で
、
市
街
地
の
住
民
は
、

家
財
を
持
っ
て
避
難
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
日
は
前
日
と
異
な
り
、

津
波
の
発
生
に
つ
い
て
は
警
戒
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
へ
、
海
底
で
雷
数
千
回
分
が
一
度
に
起
き
た
か
の
よ
う
な
轟

（
一
）
地
震
・
津
波
の
状
況
と
被
害
時
の
人
々
の
様
子

　
ア
、
予
兆

　
九
パ
タ
ー
ン
の
古
文
書
記
録
の
う
ち
、六
パ
タ
ー
ン
の
記
録
（
Ａ・

Ｂ
・
Ｃ
‐
２
・
Ｃ
‐
３
・
Ｃ
‐
５
・
Ｅ
）
で
、
嘉
永
七
年
六
月

十
四
日
に
発
生
し
た
伊
賀
上
野
地
震
時
の
状
況
が
記
述
さ
れ
て
い

る
（
表
２
）。
深
専
寺
石
碑
に
も
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
地

震
が
、
十
一
月
四
日
（
東
海
地
震
）・
五
日
（
南
海
地
震
）
の
地
震
・

津
波
の
予
兆
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
、
か
つ
重
要
視
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。

　
イ
、
地
震
・
津
波
と
人
々
の
状
況

　

嘉
永
七
年
十
一
月
四
日
朝
五
つ
時
（
同
八
時
）
頃
か
ら
四
つ
時

（
午
前
十
時
頃
）
頃
に
か
け
て
大
地
震
が
発
生
し
、
半
時
（
一
時
間
）

程
続
い
た
。
家
々
の
瓦
は
落
ち
、柱
が
ね
じ
れ
傾
く
家
が
多
く
出
た
。

河
口
で
は
「
よ
た
」
が
激
し
く
起
こ
り
、
そ
の
日
は
五
つ
六
分
（
午

前
九
時
過
ぎ
）
が
満
潮
で
八
つ
六
分
（
午
後
三
時
過
ぎ
）
が
干
潮

に
な
る
は
ず
で
あ
る
と
こ
ろ
、
昼
過
ぎ
ま
で
込
潮
（
沖
か
ら
陸
側

へ
向
か
っ
て
く
る
潮
流
（
（2
（

）
が
続
い
て
い
た
の
で
、
皆
不
思
議
に
思

い
、
井
戸
の
水
位
を
確
認
し
た
が
、
津
波
の
予
兆
と
言
い
伝
え
ら

れ
て
き
た
水
位
の
減
少
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
浜
ヘ
潮
の
様
子
を
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刻
（
午
後
十
一
時
）
頃
の
も
の
が
特
に
大
き
か
っ
た
。
こ
の
頃
、

湯
浅
市
街
地
は
無
人
と
な
っ
て
い
た
。
何
度
も
余
震
が
あ
る
た
め

に
、
男
性
が
時
折
自
宅
を
見
回
り
に
来
る
程
度
で
あ
っ
た
。
よ
う

や
く
十
六
日
・
十
七
日
頃
か
ら
少
し
ず
つ
帰
宅
す
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
十
二
月
中
旬
頃
ま
で
は
、
度
々
流
言
に
よ
り
内
陸
部
へ
逃

げ
る
者
も
多
か
っ
た
。
安
政
二
年
二
月
頃
か
ら
、
よ
う
や
く
地
震

も
静
ま
り
、
人
々
も
安
心
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
が
、
同
年

中
は
度
々
余
震
が
あ
っ
た
。
三
、四
年
余
震
が
あ
っ
た
と
い
う
記
録

も
あ
る
（
Ｃ
‐
１
）。

　
ウ
、
流
失
・
浸
水
等
の
被
害
状
況

　

九
パ
タ
ー
ン
あ
る
古
文
書
の
記
録
を
総
合
す
る
と
、
湯
浅
村
内

各
地
区
の
津
波
被
害
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

広
川
沿
岸
の
川
原
地
区
で
は
、
弁
才
天
付
近
の
島
之
内
で
は
、

西
側
の
広
屋
久
七
・
平
野
屋
惣
吉(

七)

・
日
高
屋
利
兵
衛
の
三
軒

及
び
東
側
の
建
物
三
～
五
軒
が
辛
う
じ
て
流
失
は
免
れ
た
が
流
失

同
様
の
大
破
損
で
、
残
り
は
全
て
流
失
し
た
。
新
田
筋
の
家
々
は

残
っ
た
が
、大
破
損
で
あ
っ
た
。
弁
才
天
社
の
社
殿
は
流
失
し
た
が
、

御
神
体
は
平
野
屋
の
座
敷
に
全
く
濡
れ
ず
に
鎮
座
し
て
い
た
と
い

う
。

音
が
二
、三
度
起
こ
り
、
俄
か
に
海
面
が
山
の
よ
う
に
盛
り
上
が
っ

て
、「
津
浪
だ
。」
と
言
う
や
否
や
、
瞬
く
間
に
大
波
が
大
木
・
大

石
を
押
し
流
し
て
船
・
家
・
蔵
を
微
塵
に
砕
き
な
が
ら
押
し
寄
せ
た
。

皆
、
我
先
に
金
銀
・
財
宝
・
衣
類
等
も
持
た
ず
満
願
寺
山
・
天
神

山
・
護
念
寺
山
・
向
山
へ
と
散
り
散
り
に
な
っ
て
逃
げ
た
。
浜
辺

へ
逃
げ
て
い
た
人
は
腰
ま
で
潮
に
浸
か
り
な
が
ら
命
か
ら
が
ら
逃

げ
、慌
て
て
船
へ
乗
っ
た
人
は
多
く
が
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
夜
、人
々

が
避
難
し
た
山
々
で
は
、
提
灯
、
松
明
等
が
ひ
し
め
き
、
夜
の
明

け
る
ま
で
家
内
や
親
類
、
心
安
い
人
を
尋
ね
合
い
、
ま
た
は
迷
い

子
を
探
す
声
が
あ
ふ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

中
町
に
住
む
庄
屋
北
村
清
左
衛
門
は
、
五
日
の
大
地
震
中
に
村

方
名
寄
帳
等
の
諸
帳
面
や
銀
箪
笥
等
の
家
財
を
持
ち
出
し
、
自
宅

向
い
の
福
蔵
寺
に
置
い
て
い
た
が
、
海
鳴
り
が
始
ま
っ
て
か
ら
、

こ
れ
ら
の
う
ち
名
寄
帳
等
重
要
な
も
の
を
青
木
村
庄
屋
児
島
惣
兵

衛
の
許
へ
預
け
に
や
っ
た
。
そ
し
て
、
自
宅
表
へ
水
鉄
砲
を
備
え

て
火
事
に
備
え
る
な
ど
し
た
と
こ
ろ
、
津
波
に
遭
っ
た
老
人
・
子

供
都
合
三
人
ほ
ど
を
焚
火
に
て
温
め
、
ま
た
茶
粥
を
供
す
る
等
に

よ
り
介
抱
し
た
（
Ｃ
‐
５
）。

　
そ
の
夜
、
朝
ま
で
の
間
に
五
、六
回
地
震
が
あ
っ
た
が
、
亥
の
下
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し
た
。
新
屋
敷
地
区
は
大
半
が
「
半
流
同
前
」(

史
料
Ａ)

の
大
破

と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
南
北
の
両
戎
神
社
と
も
、
塀
は

残
ら
ず
流
失
し
た
も
の
の
社
殿
は
少
し
も
異
変
が
な
く
、「
御
神
徳
」

に
皆
恐
れ
入
り
、
あ
り
が
た
く
思
っ
た
と
い
う
。

　

浜
町
は
、
北
側
一
丁
は
三
尺
ほ
ど
浸
水
す
る
場
所
も
あ
っ
た
よ

う
で
、
南
は
先
述
の
大
小
路
筋
辺
り
が
大
破
、
東
側
で
も
南
か
ら

柿
の
木
小
路
辺
り
ま
で
は
浸
水
被
害
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

中
町
で
は
、
本
勝
寺
以
北
及
び
福
蔵
寺
以
南
で
浸
水
し
た
。
南

か
ら
横
町
ま
で
は
「
大
あ
れ
」
と
い
う
記
録
も
あ
る
。
因
み
に
、『
湯

浅
町
津
波
避
難
マ
ッ
プ
』
で
も
、
中
町
筋
は
南
か
ら
横
町
と
の
交

差
点
辺
り
ま
で
浸
水
深
四
～
五
メ
ー
ト
ル
区
域
が
細
長
く
伸
び
て

い
る(

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
発
生
時
（
（2
（

)

。
海
側
か
ら
上
が
っ
て
来

る
津
波
は
中
町
辺
り
ま
で
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
南
部
及
び
北
部
は
、

広
川
・
山
田
川
両
川
筋
か
ら
の
津
波
が
上
が
っ
て
き
た
わ
け
で
あ

る
。

　

鍛
冶
屋
町
は
、
先
述
の
と
お
り
南
側
の
坂
下
は
流
失
し
た
が
、

坂
の
上
七
、八
軒
ほ
ど
ま
で
切
石
（
敷
石
）
ま
で
の
浸
水
が
あ
り
、

ま
た
北
か
ら
半
丁
辺
り
ま
で
も
浸
水
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

道
町
で
は
、
北
の
山
田
川
・
養
仙
川
か
ら
来
た
津
波
に
よ
り
伝

　

中
川
原
で
は
、
建
物
は
残
ら
ず
流
失
し
た
と
す
る
記
録
と
、
ほ

と
ん
ど
流
失
し
た
が
丁
子
屋
嘉
七
他
数
軒
は
残
っ
た(

た
だ
し
大

破)
と
す
る
記
録
が
混
在
す
る
。

　

大
小
路
筋
で
は
、
建
物
は
残
ら
ず
流
失
し
た
と
す
る
記
録
と
、

西
側
の
栩
ノ
長
兵
衛
宅
周
辺
の
数
軒
が
残
っ
た
と
す
る
記
録
が
あ

る
。

　

鍛
冶
屋
町
南
側
の
坂
の
下
は
大
小
路
筋
に
か
け
て
皆
流
失
し
た

よ
う
で
あ
る
。

　

山
田
川
沿
岸
で
は
、
北
橋
が
落
ち
、
橋
の
南
側
に
あ
っ
た
屋
敷

二
軒
及
び
鍛
冶
屋
の
細
工
部
屋
一
軒
が
流
失
し
た
。
北
岸
の
「
ゆ

り
の
堤
」
と
い
う
堤
防
及
び
橋
の
周
辺
の
堤
二
〇
間
程
が
崩
れ
、

南
岸
の
堤
防
も
養
仙
川
河
口
部
周
辺
の
二
〇
間
余
が
崩
壊
し
た
。

　

山
田
川
北
岸
の
向
島
・
戸
岩（

（2
（

地
区
に
関
す
る
記
述
に
は
ば
ら
つ

き
が
あ
る
が
、
家
屋
が
皆
流
失
す
る
ほ
ど
の
甚
大
な
被
害
だ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

　

北
町
で
は
、
中
町
角
以
西
の
建
物
は
床
上
浸
水
し
、
大
破
し
た

よ
う
で
あ
る
。
浸
水
は
、
そ
の
東
側
、
竹
屋
善
吉
（
現
湯
浅
二
七

番
地
）
辺
り
ま
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

海
側
か
ら
見
て
い
く
と
、
浜
町
西
側
及
び
新
屋
敷
は
全
て
浸
水
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浸
水
被
害
が
あ
っ
た
。

　

津
波
の
逆
流
に
よ
り
、
広
川
で
は
名
島
村
堀
川
屋
と
い
う
湯
屋

の
端
に
伝
馬
船
が
一
艘
、
同
村
大
納
屋
新
田
の
前
に
五
〇
～
六
〇

石
積
の
備
前
国
の
蜜
柑
船
二
艘
が
遡
上
し
、
別
所
村
の
田
に
破
損

船
・
家
の
古
木
や
雑
具
類
が
山
の
よ
う
に
流
れ
寄
り
、
同
村
御
蔵

表
畑
に
船
四
、五
艘
が
流
れ
着
い
た
。
ま
た
、
手
繰
網
漁
船
も
五
〇

艘
ほ
ど
遡
上
し
た
と
い
う
。
山
田
川
筋
は
、
清
水
渡
リ
橋
（
現
清

水
橋
）
の
少
し
上
流
ま
で
津
波
が
遡
上
し
、
走
り
上
が
り
か
ら
六

軒
家
・
浜
田
向
・
宮
後
・
壱
里
松
辺
り
ま
で
船
・
材
木
・
家
の
古
木
・

雑
具
等
が
山
の
よ
う
に
流
入
し
た
。
蜜
柑
船
六
、七
艘
が
遡
上
し
、

流
失
し
た
蜜
柑
は
数
知
れ
ず
と
い
う
。
ま
た
、
山
田
川
で
も
網
船
・

手
繰
網
漁
船
六
〇
艘
ほ
ど
も
上
が
っ
た
と
い
う
。

　

庄
屋
の
記
録
で
あ
る
Ｃ
‐
５
に
よ
る
と
、
湯
浅
村
内
の
建
物
被

害
は
、
家
屋
流
失
一
八
七
軒
、「
流
失
潰
同
様
」
の
大
破
二
四
八
軒
、

床
上
浸
水
三
一
一
軒
、
床
下
浸
水
一
六
二
軒
、
津
波
に
よ
ら
ず
地

震
に
よ
る
全
壊
八
軒
、
半
壊
一
四
軒
で
合
計
九
三
〇
軒
に
の
ぼ
っ

た
と
い
う
。
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
成
立
の
『
紀
伊
続
風
土
記
』

に
よ
る
と
、
湯
浅
村
の
家
数
は
一
、二
五
五
軒
と
あ
る（

（2
（

の
で
、
村
の

約
四
分
の
三
の
建
物
が
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
な
る
。

馬
所（
現
湯
浅
八
七
四
～
八
七
六
番
地
周
辺
）以
北
が
床
上
浸
水
で
、

山
家
町
と
の
交
差
点
辺
り
ま
で
浸
水
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
南

側(

広
川
沿
岸
部)

は
、
坂
の
下
は
「
大
荒
」（
Ｃ
‐
３
）
で
、
満

願
寺
下
ま
で
広
川
沿
岸
部
一
帯
が
浸
水
し
た
。
坂
の
上
も
南
か
ら

七
、八
軒
ほ
ど
ま
で
切
石
ま
で
の
浸
水
が
あ
っ
た
と
い
う
。
久
保
里

地
区
も
、
横
町
沿
い
の
坂
の
下
で
は
中
川
原
す
な
わ
ち
広
川
か
ら

の
津
波
に
よ
り
床
上
七
、八
寸
ま
で
浸
水
し
、
溝
伝
い
に
深
専
寺
前

ま
で
上
が
っ
た
ら
し
い
。

　
走
り
上
が
り
で
は
、
残
ら
ず
家
屋
に
浸
水
被
害
が
あ
り
、
一
、二

軒
は
大
破
に
及
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

　

山
家
町
で
は
、「
紺
吉
殿
」
及
び
「
柳
半
殿
」（
と
も
に
不
明
）

周
辺
で
は
残
ら
ず
床
上
浸
水
し
、
五
〇
～
六
〇
石
積
の
船
二
艘
や

古
木
類
が
流
れ
着
い
た
と
い
う
。
道
町
同
様
、
北
の
山
田
川
・
養

仙
川
か
ら
来
た
津
波
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

田
畑
は
、
南(

広
川
沿
岸)

が
金
八
新
田
（
不
明
）
か
ら
満
願

寺
近
所
の
畑
ま
で
、
北
は
山
田
川
北
岸
の
向
島
新
田
、
戸
岩
向
い

畑
ま
で
が
、
浸
水
に
よ
り
土
砂
が
流
入
し
て
「
床
は
げ
」
の
た
め

大
荒
れ
と
な
っ
た
。
六
軒
家
、
走
り
上
が
り
の
田
畑
も
浸
水
し
た
。

広
川
上
流
の
別
所
村
・
名
島
村
（
現
広
川
町
名
島
）
で
も
田
畑
の
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古
文
書
に
よ
る
と
、
地
震
・
津
波
後
、
湯
浅
村
で
は
次
の
よ
う

に
組
織
的
な
対
応
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
ず
、
津
波
翌
日
の
十
一
月
六
日
、
湯
浅
村
民
で
あ
る
湯
浅
組

大
庄
屋
数
見
（
網
屋
）
清
七
と
村
役
人
は
、
宮
の
馬
場
の
牛
居
善

左
衛
門
宅
を
役
人
宿
と
し
、「
村
中
大
家
筋
を
初
身
元
宜
敷
者
」（
史

料
Ａ
）「
村
内
中
分
以
上
之
家
々
」（
Ｅ
）
か
ら
相
応
の
救
合
米
金

銀
を
徴
収
し
た
。
救
合
米
金
銀
は
、
合
計
米
五
九
四・
六
三
五
石
・

金
一
七
両
・
銀
五
貫
四
七
〇
目
に
の
ぼ
る
。
救
合
米
金
銀
を
供
出

し
た
者
は
十
一
月
六
日
か
ら
八
日
ま
で
の
間
、
役
人
宿
の
立
札
で

掲
示
さ
れ
た
ら
し
い
。
そ
の
写
し
が
史
料
Ａ
の
人
名
一
覧
で
あ
る
。

　
「
村
内
中
分
以
上
之
家
々
」
と
あ
る
が
、
自
宅
が
「
残
リ
候
得
共

流
失
同
様
」（
Ｃ
‐
５
）
と
な
っ
た
広
屋
久
七
は
供
出
者
中
に
見
出

せ
な
い
。
広
屋
久
七
は
、
湯
浅
地
方
の
漢
詩
結
社
「
古
碧
吟
社
」

の
拠
点
と
な
っ
た
旅
館
広
久
（
別
名
古
碧
楼
）
を
営
ん
で
い
た（

（2
（

。

本
来
明
ら
か
に
村
内
で
中
間
層
以
上
に
位
置
す
る
は
ず
の
者
で
あ

る
。
ま
た
、「
婆
」
が
津
波
で
濡
れ
鼠
に
な
り
、
庄
屋
北
村
清
左
衛

門
に
介
抱
さ
れ
た
場
ノ
五
郎
兵
衛
（
Ｃ
‐
５
）
は
、
湯
浅
村
海
防

掛
に
名
を
連
ね
る
者
で
あ
り（

（2
（

、
中
間
層
以
上
の
者
で
あ
る
こ
と
は

確
実
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
、（
当
然
な
が
ら
）
津
波
被
害
甚
大
に
よ

　

死
者
は
Ｃ
‐
５
に
よ
る
と
二
八
人
（
男
一
〇
人
・
女
一
八
人
）

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
湯
浅
村
民
だ
け
の
人
数
の
よ
う
で
、
Ａ
系
統

の
記
録
に
よ
る
と
他
に
七
人
前
後
の
備
前
・
雑
賀
崎
（
現
和
歌
山

市
雑
賀
崎
）・
遠
国
か
ら
の
旅
人
の
死
者
が
あ
る
よ
う
だ
。
備
前
の

旅
人
は
前
出
の
蜜
柑
船
の
関
係
者
、
雑
賀
崎
か
ら
の
旅
人
は
漁
師

で
あ
ろ
う
。

　

湯
浅
村
沿
岸
に
停
泊
・
繋
船
し
て
い
た
船
の
う
ち
、
五
八
艘
が　

流
失
し
、
九
二
艘
が
修
理
不
能
な
大
破
、
七
八
艘
大
破
、
一
一
艘　

小
破
損
で
、
合
計
二
三
九
艘
が
被
害
、
津
波
後
に
無
疵
で
あ
っ
た

船
は
僅
か
に
三
、四
艘
で
あ
り
、
船
具
・
漁
網
等
は
全
て
流
失
し
た
。

　

田
畑
・
屋
敷
地
の
荒
高
は
三
七
〇・
一
六
八
八
五
石
（『
紀
伊
続

風
土
記
』
で
は
村
の
田
畑
高
一
五
六
六
石
余
（
（2
（

）、
川
除
堤
防
破
損

四
五
箇
所
、
浪
除
堤
防
破
損
二
〇
箇
所
、
道
路
破
損
一
〇
箇
所
、

橋
破
損
三
箇
所
等
の
被
害
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

宝
永
地
震
の
時
も
安
政
地
震
の
時
も
、
総
じ
て
流
失
等
の
家
屋

被
害
は
、
市
街
地
北
部
よ
り
も
南
部
の
方
が
甚
大
で
あ
っ
た
と
い

う
。

（
二
）
地
震
・
津
波
へ
の
湯
浅
村
民
の
組
織
的
対
応

　
ア
、
地
震
・
津
波
後
の
組
織
的
対
応
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ら
れ
る
者
も
数
人
に
及
ん
だ
（
資
料
⑥
）。

　

鉄
炮
方
の
十
組
と
は
、
異
国
船
の
襲
来
を
受
け
て
藩
命
に
よ
り

組
織
さ
れ
て
い
た
浦
組
鉄
砲
方
湯
浅
組
（
（2
（

の
こ
と
で
、
藩
の
海
防
方

湯
浅
組
頭
菊
池
孫
輔（
海
荘
）の
指
揮
下
に
置
か
れ
た
。
湯
浅
で
は
、

組
頭
角
屋
右
馬
太
郎
等
が
毎
日
油
断
な
く
稽
古
に
励
ん
だ
と
い
う

（
資
料
⑥
）（

（2
（

。

　

満
願
寺
に
出
張
役
所
が
構
え
ら
れ
た
十
一
月
十
一
日
頃
か
ら
、

救
援
活
動
と
並
行
し
て
復
興
に
向
け
た
活
動
が
始
ま
る
。
津
波
に

よ
り
、
村
内
各
所
へ
船
・
家
・
材
木
・
古
木
・
古
竹
や
諸
道
具
・

雑
具
類
の
震
災
が
れ
き
が
「
山
の
如
」
く
「
流
レ
集
リ
、
浜
町
ヨ

リ
西
ハ
北
ヨ
リ
南
ニ
至
迄
一
面
、
其
外
北
・
南
両
か
わ
は
た
筋
往

来
出
来
」
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
（
史
料
Ａ
）
の
を
、
難
渋
者
を
日

雇
い
で
一
日
一
人
当
た
り
白
米
二
升
、
子
供
に
は
五
合
か
ら
一
升

ま
で
支
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
取
り
片
付
け
さ
せ
た
。
家
を
失
っ

た
者
に
限
ら
ず
、
困
窮
す
る
者
は
皆
こ
の
人
足
に
雇
わ
れ
た
よ
う

で
、
毎
日
浜
方
す
な
わ
ち
津
波
被
害
者
等
四
百
人
余
、
内
陸
部
の

難
渋
者
三
百
人
余
の
都
合
七
百
人
余
が
参
加
し
、
毎
日
人
足
米
凡

そ
二
八
俵
～
三
四
、五
俵
の
支
出
に
及
ん
だ
。

　

震
災
が
れ
き
の
う
ち
、
古
瓦
・
古
材
木
等
売
却
可
能
な
物
は
入

り
、
救
合
米
金
銀
の
供
出
を
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
つ
ま
り
、
湯
浅
村
で
は
、
中
間
層
以
上
で
、
津
波
被
害
が
比

較
的
軽
微
で
供
出
可
能
な
者
か
ら
、
可
能
な
範
囲
で
救
合
米
金
銀

の
徴
収
が
な
さ
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
紀
州
藩
か

ら
も
「
御
救
」
米
約
八
〇
～
九
〇
石
、
家
屋
流
失
・
浸
水
の
者
に

家
木
料
が
支
給
さ
れ
た（

（2
（

。

　
そ
し
て
、
上
記
の
米
・
資
金
を
基
に
次
の
施
策
が
展
開
さ
れ
る
。

　

ま
ず
、
津
波
翌
日
の
十
一
月
六
日
か
ら
役
人
宿
に
て
炊
出
し
が

行
わ
れ
て
い
る
。
同
月
十
一
日
か
ら
は
満
願
寺
を
出
張
役
所
と
改

め
て
移
転
し
て
炊
出
し
を
続
け
る
と
と
も
に
、
同
寺
西
側
の
塀

下
に
大
造
な
る
小
屋
を
二
棟
建
て
、
老
人
・
女
性
・
子
供
や
居
宅

を
流
失
し
た
者
達
に
住
ま
わ
せ
た
。
炊
出
し
で
は
、
一
日
に
一
人

当
た
り
二
合
の
粥
が
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
支
給
さ
れ
た
。
同
月

二
十
六
日
か
ら
翌
安
政
二
年
正
月
十
六
日
ま
で
は
、
一
日
に
一
人

当
た
り
二
合
の
米
が
支
給
さ
れ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
鉄
炮
方
十
組
が
動
員
さ
れ
、
夜
分
厳
重
に
村
中
の
警
備

を
行
っ
た
。津
波
後
空
き
巣
が
多
発
し
て
い
た
ら
し
い（
Ｄ
）。な
お
、

後
の
こ
と
に
な
る
が
、
拾
い
物
を
申
し
出
る
者
も
有
る
が
そ
れ
を

隠
し
置
い
て
露
見
し
面
目
を
失
う
者
や
、
盗
み
が
露
顕
し
て
捕
え
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上
記
の
よ
う
に
、
湯
浅
村
で
は
津
波
直
後
か
ら
迅
速
に
組
織
的

な
対
応
が
取
ら
れ
た
と
い
え
る
。
で
は
、
何
故
に
湯
浅
村
で
は
、

こ
の
よ
う
な
「
救
合
」
施
策
が
可
能
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

湯
浅
村
で
は
、
日
頃
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
た
海
防
組
織
の
人
脈

を
活
用
し
、
ま
た
動
員
し
て
具
体
的
な
地
震
・
津
波
対
応
施
策
が

行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。

　

同
村
で
は
、
菊
池
海
荘
の
尽
力
に
よ
り
天
保
十
年
に
稽
古
場
が

開
か
れ
る
な
ど
、
海
防
・
農
兵
の
活
動
が
盛
ん
で
あ
り（

（3
（

、
ま
た
大

庄
屋
数
見
清
七
が
特
に
熱
心
な
活
動
家
で
あ
っ
た（

（3
（

。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
津
波
後
の
村
内
警
備
に
鉄
炮
方
が
動
員

さ
れ
た
が
、
鉄
炮
組
に
限
ら
ず
、
湯
浅
村
「
海
防
掛
」
の
人
名
帳（

（3
（

に
記
載
の
人
名
と
、「
救
合
」
寄
付
者
に
は
重
複
す
る
者
が
多
い
（
（3
（

。

　

大
庄
屋
数
見
清
七
は
、
湯
浅
村
に
お
い
て
は
、
津
波
後
の
緊
急

非
常
事
態
に
あ
た
っ
て
、
日
頃
訓
練
を
行
っ
て
い
た
海
防
掛
を
動

員
し
て
、「
救
合
」
に
よ
る
資
金
捻
出
と
、
具
体
的
な
救
援
・
復
興

施
策
を
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
既
存
の
、
活
動
活
発
な
組
織
を

活
用
し
た
か
ら
こ
そ
、
短
期
間
で
の
資
金
調
達
と
施
策
実
行
が
可

能
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
既
存
の
組
織
が
活
用
出

来
得
る
程
度
に
、
湯
浅
村
に
お
い
て
は
地
震
・
津
波
被
害
が
と
ど

札
に
よ
り
売
却
し
、
売
上
げ
は
家
屋
流
失
し
た
家
に
配
分
さ
れ
た

ら
し
い
。
田
畑
へ
流
れ
込
ん
だ
船
も
人
足
を
動
員
し
て
浜
辺
へ
出

し
、
海
底
に
も
海
人
を
数
日
間
潜
ら
せ
、
拾
い
上
げ
た
物
も
多
か
っ

た
と
い
う
（
資
料
⑥
）。

　

一
方
、
村
内
か
ら
鹿
島
・
伊
勢
・
山
東
（
伊
太
祁
曽
）・
日
前

宮
・
須
佐
明
神
・
広
八
幡
宮
・
青
木
村
若
宮
・
氏
神
（
顕
国
神
社
）・

諏
訪
明
神
・「
山
上
様
」（
不
明
）
一
二
ケ
所
の
神
へ
願
を
か
け
る

こ
と
と
し
、
代
参
者
二
人
は
青
木
村
長
池
で
三
度
水
垢
離
を
行
っ

た
。
顕
国
社
・
諏
訪
社
・
若
宮
の
三
ヶ
所
へ
は
十
二
月
に
村
内
一

統
百
度
参
り
を
行
い
、
そ
れ
か
ら
代
参
の
者
が
各
神
社
を
参
詣
し

た
。
た
だ
し
、鹿
島
神
社
は
南
部
の
鹿
島
神
社
（
現
み
な
べ
町
埴
田
）

を
詣
で
た
と
い
う
（
Ｅ
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
湯
浅
村
で
は
「
救
合
」
を
基
に
種
々
の
救
援
・

復
興
施
策
が
実
施
さ
れ
た
。
比
較
的
被
害
が
軽
微
な
者
達
が
救
合

を
行
っ
た
と
は
言
え
、
村
外
か
ら
の
寄
付
者
を
除
き
、
所
有
す
る

不
動
産
を
含
め
る
と
、
彼
ら
の
中
に
全
く
損
害
の
な
か
っ
た
者
は

い
な
い
で
あ
ろ
う
。
救
合
米
金
銀
を
供
出
し
た
者
達
に
対
し
、
藩

は
そ
の
程
度
に
応
じ
褒
美
を
送
っ
て
い
る
。

　
イ
、「
救
合
」
と
海
防
組
織
と
の
関
わ
り
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防
組
織
の
人
脈
活
用
及
び
動
員
が
不
可
能
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

広
村
で
は
、
関
東
に
経
済
的
拠
点
を
持
つ
濱
口
梧
陵
・
濱
口
東
江
・

岩
崎
明
岳
等
少
数
の
者
達
が
莫
大
な
負
担
を
し
て
救
援
・
復
興
事

業
が
な
さ
れ
た（

（3
（

。

　
湯
浅
村
に
お
い
て
多
人
数
の
各
自
応
分
の
負
担
に
よ
る
「
救
合
」

が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
確
か
に
（
前
述
の
よ
う
に
村
内
四
分
の

三
の
建
物
が
被
害
を
受
け
な
が
ら
も
）
中
心
市
街
地
の
被
害
が
比

較
的
軽
微
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
い
だ
ろ
う
。

三　
災
害
教
訓
の
後
世
へ
の
継
承

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
湯
浅
村
に
伝
わ
る
安
政
地
震
津
波
に
関
す

る
古
文
書
は
、
そ
も
そ
も
教
訓
と
し
て
活
用
さ
れ
る
べ
く
し
て
作

成
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
、
そ
の
中
に
も
特
に
「
可
心
得
」
等
と
書

き
残
さ
れ
た
教
訓
的
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、
深
専
寺
石
碑
も
、
教

訓
を
後
世
の
者
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、
古
文
書
に
お
い
て
は
、
教
訓
を
引
き
継
ぐ
べ

き
対
象
と
し
て
は
主
に
家
族
・
子
孫
が
想
定
さ
れ
、
一
方
石
碑
の

方
は
対
照
的
に
、
よ
り
不
特
定
多
数
の
者
に
対
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ

ま
っ
て
い
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
史
料
Ａ
で
は
、「
当
村
之
仕
合
」
と
し
て
次
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

　
　
第
壱　
　
火
事
な
か
り
し
事

　
　
第
弐　
　
米
（
の
価
格
）
次
第
下
落
ニ
及
候
事

　
　
第
三　
　
場
所
（
中
心
市
街
地
）
へ
浪
不
来
事

　

地
震
に
伴
う
火
事
や
津
波
に
よ
っ
て
中
心
市
街
地
で
大
き
な
損

害
が
出
て
い
た
な
ら
、
ど
れ
ほ
ど
「
仁
慈
憐
愍
の
心
」
が
あ
る
者

で
も
協
力
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
村
か
ら
も
依
頼
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
、
米
も
あ
ま
り
に
高
値
に
な
っ
て
は
供
出
し
が
た
く
な
る

と
Ａ
系
統
原
本
の
筆
者
は
述
べ
、
上
記
三
点
の
う
ち
一
つ
で
も
欠

け
れ
ば
、
救
合
は
困
難
と
な
り
、「
村
中
大
キ
ニ
迷
惑
難
儀
い
た
す
」

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
す
る
。

　

実
際
に
、
大
庄
屋
数
見
清
七
の
指
揮
下
に
あ
る
同
じ
湯
浅
組
で

も
、
中
心
市
街
地
全
域
・
全
戸
が
浸
水
し
た
隣
村
の
広
村
（
（3
（

で
は
、

湯
浅
の
よ
う
な
多
人
数
に
よ
る
「
救
合
」
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

広
村
で
も
、
濱
口
梧
陵
が
主
導
し
て
海
防
・
農
兵
組
織
の
活
動
が

活
発
で
あ
っ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る（

（3
（

が
、
同
村
に
お
い
て

は
、
津
波
被
害
が
あ
ま
り
に
甚
大
の
た
め
、
湯
浅
村
と
同
様
な
海
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塗
っ
て
）
お
き
、
戸
締
ま
り
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

第
四
に
、
逃
げ
る
際
に
は
家
内
一
同
離
れ
ず
散
り
散
り
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
べ
き
と
す
る
。

　

第
五
は
、
逃
げ
る
際
に
は
決
し
て
川
の
近
く
へ
は
逃
げ
ず
、
御

蔵
町
か
ら
「
す
常
小
路
」
を
通
り
、
天
神
山
ヘ
行
く
べ
き
こ
と
を

記
す
。

　
そ
の
他
の
古
文
書
に
見
え
る
教
訓
的
記
述
は
、

･

大
地
震
が
起
き
た
ら
広
い
所
へ
逃
げ
る
。（
Ｃ
‐
１
）

･

鍛
冶
屋
町
・
御
蔵
町
を
通
っ
て
道
町
へ
抜
け
、（
深
専
）
寺
前
筋

を
天
神
山
へ
逃
げ
る
、
こ
れ
が
第
一
の
道
筋
で
あ
る
。（
Ｃ
‐
２・

Ｃ
‐
３
）

･

大
地
震
が
起
き
た
ら
四
つ
辻
の
中
央
で
静
ま
る
ま
で
待
ち
、
静

ま
っ
た
な
ら
直
ぐ
に
家
の
火
元
を
全
て
消
し
、
蔵
の
土
戸
を
閉

め
て
逃
げ
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
。
逃
げ
道
は
、
こ
こ
か
ら
御

蔵
町
通
り
を
東
へ
行
き
、
寺
前
丁
を
通
っ
て
天
神
山
へ
逃
げ
行

け
ば
命
に
別
条
は
な
い
。（
Ｃ
‐
４
）

･
今
後
大
地
震
が
発
生
し
た
時
は
津
波
も
来
る
も
の
と
心
得
、
逃

げ
道
は
深
専
寺
前
か
ら
土
井
堀
へ
出
、
天
神
坂
の
上
の
方
へ
参

る
こ
と
。
決
し
て
他
の
道
は
通
ら
ぬ
よ
う
に
心
得
て
お
く
こ
と
。

を
発
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

古
文
書
に
お
け
る
教
訓
的
記
述
及
び
深
専
寺
石
碑
碑
文
の
記
述

内
容
を
検
討
し
て
、
湯
浅
村
民
が
如
何
に
し
て
津
波
被
害
の
経
験

を
後
代
の
者
に
伝
達
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
特
徴
を
考

え
て
い
き
た
い
。

（
一
）
古
文
書

　

史
料
Ａ
で
は
、
地
震
に
関
し
心
得
る
べ
き
事
と
し
て
、
大
地
震

が
あ
り
、
海
鳴
り
が
あ
れ
ば
、
必
ず
津
波
が
発
生
す
る
も
の
と
心

得
て
、
用
意
す
べ
き
こ
と
と
し
て
次
の
五
つ
を
列
挙
し
て
い
る
。

　

第
一
は
火
の
用
心
で
あ
る
。
地
震
が
起
き
た
際
に
は
ま
ず
竃
・

火
鉢
・
火
燵
の
火
を
消
す
べ
き
こ
と
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
持
ち
逃
げ
る
品
す
な
わ
ち
衣
類
・
蒲
団
（
た
だ
し
家

の
事
情
に
よ
り
可
能
で
あ
る
場
合
）・
神
仏
・
過
去
帳
・
諸
帳
面
や

そ
の
外
大
切
な
物
は
皆
一
箇
所
に
集
め
て
お
き
、
い
ざ
と
い
う
時

に
持
ち
逃
げ
し
や
す
く
し
て
お
く
こ
と
で
、
平
生
か
ら
心
掛
け
て

お
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
提
灯
・
蝋
燭
・
付
木
も
必
需
品

で
あ
る
と
い
う
。

　

第
三
は
、
逃
げ
る
際
の
心
得
と
し
て
、
蔵
の
窓
や
入
口
の
引
戸

の
両
方
と
も
あ
ら
か
じ
め
土
戸
に
し
て
（
表
面
に
土
又
は
漆
喰
を
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こ
の
よ
う
に
、
教
訓
は
、
大
地
震
後
に
は
必
ず
津
波
が
発
生
す

る
も
の
と
心
得
よ
と
い
う
も
の
と
、
採
る
べ
き
津
波
か
ら
の
避
難

路
に
つ
い
て
の
も
の
が
多
く
を
占
め
る
。
道
筋
は
順
路
が
具
体
的

に
指
示
さ
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
各
古
文
書
（
原
本
）
の
筆

者
は
、
基
本
的
に
自
宅
に
居
住
す
る
家
族
又
は
子
孫
へ
向
け
て
書

き
残
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
ま
た
、「
昔
」
す
な
わ
ち
宝
永
地
震
津
波
以
来
の
も
の
と
思
わ
れ

る
言
い
伝
え
と
、
安
政
地
震
津
波
の
際
の
現
象
・
経
験
と
の
相
違

を
挙
げ
て
教
訓
と
す
る
記
述
も
多
い
。
言
い
伝
え
に
従
っ
た
ば
か

り
に
危
う
い
目
に
遭
っ
た
者
が
相
当
数
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
。
ま
た
、
そ
れ
ほ
ど
に
宝
永
地
震
津
波
の
経
験
が
言
い
伝
え
と

し
て
広
く
共
有
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

･

津
波
は
、
上
が
っ
て
く
る
時
は
大
変
緩
や
か
で
飯
を
一
回
炊
く

程
の
時
間
が
あ
り
、
引
く
時
は
と
て
も
烈
し
い
と
の
言
い
伝
え

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
度
は
そ
う
で
は
な
く
、
甚
だ
激
し
く
上
が
っ

て
き
た
こ
と
は
譬
え
よ
う
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
瞬
く
間
に
何

も
か
も
が
粉
砕
さ
れ
た
。

･

津
波
が
あ
る
と
き
に
は
必
ず
井
戸
の
水
が
減
る
と
言
い
伝
え
ら

れ
て
い
た
が
、
こ
の
度
は
格
別
減
っ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な

御
蔵（
別
所
村「
御
蔵
」の
こ
と
か
。）の
後
ろ
手
に
津
波
が
あ
が
っ

た
の
で
、
右
の
方
へ
は
行
か
な
い
こ
と
。（
Ｃ
‐
５
）

･

逃
げ
道
は
、
寺
町
筋
を
天
神
山
へ
逃
る
人
々
は
難
な
く
逃
げ
る

こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
道
筋
は
第
一
の
逃
げ
道
な
の
で
今
後
心

得
て
お
く
こ
と
。
宝
永
地
震
の
時
に
も
こ
の
道
が
良
い
と
さ
れ

た
。
川
に
近
い
道
筋
は
悪
く
、
山
家
町
筋
を
逃
げ
る
人
々
は
、

町
は
ず
れ
の
石
橋
に
て
脚
の
高
さ
ま
で
津
波
が
来
て
、
大
い
に

難
儀
し
た
。
広
川
の
川
端
筋
を
別
所
村
へ
逃
げ
る
人
々
は
大
半

が
死
亡
し
た
。
こ
の
道
は
川
筋
な
の
で
津
波
の
流
れ
が
早
く
遁

れ
難
い
。
た
ま
た
ま
遁
れ
得
た
人
は
皆
屈
強
な
若
者
で
、
水
浸

し
に
な
っ
て
命
か
ら
が
ら
助
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
山
田
川
の

川
端
筋
は
、
広
川
よ
り
は
津
波
が
来
る
の
が
遅
く
、
死
亡
し
た

人
は
な
い
。（
Ｄ
）

･

津
波
と
い
う
も
の
は
沖
か
ら
高
く
や
っ
て
来
る
の
が
見
え
る
と

思
い
が
ち
だ
が
、
実
際
に
は
そ
う
見
え
な
い
。
大
地
震
と
同
じ

よ
う
に
潮
も
盛
り
上
が
る
と
思
う
べ
き
で
、
そ
う
で
あ
れ
ば
津

波
は
浜
際
か
ら
上
が
っ
て
く
る
も
の
と
思
う
。
大
地
震
が
発
生

し
て
か
ら
浜
ヘ
逃
げ
る
の
は
良
く
な
い
。
船
に
乗
る
の
も
同
様

で
あ
る
。
船
に
乗
っ
て
死
ん
だ
人
が
い
る
。（
Ｅ
）
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③ 

昔
か
ら
の
言
い
伝
え
の
否
定

④ 

地
震
・
津
波
の
発
生
に
日
頃
か
ら
備
え
て
お
く
べ
き
事
項

の
四
つ
で
あ
る
。
特
に
②
に
つ
い
て
は
、
筆
者
ご
と
に
個
別
具
体

的
な
指
示
が
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
家
族
・
子
孫
と
い
う
特
定
の

者
の
救
命
を
第
一
の
目
的
と
し
て
作
成
さ
れ
た
情
報
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

（
二
）
深
専
寺
石
碑

　

深
専
寺
石
碑
正
面
碑
文
（
史
料
一
）
の
内
容
は
、
次
の
三
つ
に

大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 〔
前
部
〕
地
震・津
波
に
至
る
経
緯
（
冒
頭
～
「
建
置
も
の
そ
か
し
」）

 〔
中
部
〕
言
い
伝
え
の
否
定
（「
又
昔
よ
り
」
～
「
に
こ
り
も
せ
さ

　
　
　

   

り
し
」）

 〔
後
部
〕
教
訓
（「
さ
す
れ
ハ
井
水
の
増
減
に
よ
ら
す
」
～
末
尾
）

　

前
部
で
は
、
予
兆
か
ら
嘉
永
七
年
十
一
月
五
日
の
地
震
・
津
波

に
至
る
経
緯
が
述
べ
ら
れ
る
。
六
月
の
伊
賀
上
野
地
震
を
津
波
の

予
兆
現
象
と
捉
え
、
当
該
地
震
の
様
子
を
か
い
つ
ま
ん
で
述
べ
る
。

先
に
見
た
よ
う
に
、
当
該
地
震
が
予
兆
現
象
と
し
て
重
要
視
さ
れ

た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
。

　

次
に
十
一
月
四
日
の
東
海
地
震
の
描
写
に
移
る
が
、
前
述
の
と

か
っ
た
。
所
に
も
よ
る
が
総
じ
て
近
郷
の
井
戸
の
水
は
津
波
の

頃
か
ら
大
き
く
減
り
、
吉
川
・
山
田
で
は
大
変
少
な
く
な
り
、

中
に
は
さ
っ
ぱ
り
枯
れ
て
し
ま
っ
た
井
戸
も
あ
る
。
十
二
月
の

餅
搗
き
の
頃
ま
で
水
が
な
か
っ
た
の
で
、
村
中
二
、三
軒
ず
つ
が

共
同
で
よ
う
や
く
餅
搗
き
を
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
場
所
に

よ
り
少
し
の
違
い
が
あ
る
。
た
だ
し
、
米
を
洗
う
水
が
な
い
た

め
で
あ
る
。
水
が
あ
る
井
戸
は
、村
内
に
二
、三
軒
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。

･

宝
永
地
震
津
波
は
、
前
の
津
波
か
ら
一
二
〇
年
目
の
宝
永
七（
マ
マ
）年

亥
十
月
四
日
に
発
生
し
た
と
の
こ
と
。
宝
永
津
波
か
ら
嘉
永
七

寅
年
ま
で
は
一
四
八
年
目
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
は
大
体
百
年
余

の
間
隔
で
津
波
が
上
っ
て
い
た
が
、
天
変
は
い
つ
、
如
何
様
に

変
わ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
に
も
予
測
し
が
た
い
。
決
し
て
百
年
以

内
に
は
発
生
し
な
い
と
等ナ
ヲ
ザ
リ閑
に
思
っ
て
は
な
ら
な
い
。（
以
上
Ａ
）

･

津
波
は
上
が
る
と
き
は
緩
や
か
に
来
る
と
い
う
の
は
間
違
い
で
、

非
常
に
速
い
。
引
く
と
き
は
緩
や
か
で
あ
っ
た
。（
Ｅ
）

　
以
上
を
小
括
す
る
と
、
教
訓
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
事
項
は
、

① 

大
地
震
の
後
に
は
必
ず
津
波
が
来
る
こ
と

② 

具
体
的
な
逃
げ
道
・
逃
げ
て
は
い
け
な
い
場
所
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を
否
定
す
る
認
識
が
死
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
碑
文
に
記
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
ま
た
当
時
、こ
の
言
い
伝
え
が
人
口
に
膾
炙
し
て
お
り
、

強
く
否
定
し
、
訴
え
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
最
後
に
後
部
で
直
截
な
表
現
で
教
訓
を
述
べ
る
が
、
そ

の
内
容
は
至
っ
て
シ
ン
プ
ル
で
あ
り
、
大
地
震
が
あ
れ
ば
、
火
の

用
心
を
し
、
津
波
が
必
ず
来
る
も
の
と
思
い
、
深
専
寺
門
前
を
通
っ

て
東
の
天
神
山
へ
避
難
し
ろ
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
碑
文
に
は
、古
文
書
に
記
さ
れ
て
い
た
教
訓
の
う
ち
、④
「
地
震・

津
波
の
発
生
に
日
頃
か
ら
備
え
て
お
く
べ
き
事
項
」
は
含
ま
れ
な

い
。
当
該
情
報
は
、言
わ
ば
災
害
へ
の
「
よ
り
良
い
備
え
」
で
あ
り
、

最
優
先
に
強
く
訴
え
る
べ
き
内
容
と
は
見
做
さ
れ
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

　

碑
文
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
事
項
は
、
い
ず
れ
も
古
文
書
に
も
頻

出
す
る
。
特
に
史
料
Ａ
に
類
似
す
る
フ
レ
ー
ズ
が
複
数
見
受
け
ら

れ
る
し
、
井
戸
水
に
関
す
る
言
い
伝
え
の
否
定
も
共
通
す
る
。
古

文
書
に
使
用
さ
れ
て
い
る
事
項
・
フ
レ
ー
ズ
が
石
碑
に
抄
録
さ
れ

た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
見
て
き
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら

古
文
書
に
は
複
数
の
転
写
本
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
、

恵
空
一
庵
ら
石
碑
碑
文
を
検
討
す
る
者
及
び
周
囲
の
人
々
の
間
に
、

お
り
「
よ
た
」
は
津
波
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
津

波
の
予
兆
現
象
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
し
て
、
翌
五
日
の
南
海
地
震
発
生
、
海
鳴
り
か
ら
津
波
襲
来

の
描
写
と
な
る
が
、
両
川
筋
に
夥
し
い
物
と
共
に
津
波
が
襲
っ
た

こ
と
は
述
べ
ら
れ
る
が
、
具
体
的
な
浸
水
地
域
や
数
量
的
な
被
害

に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。
字
数
に
規
定
さ
れ
て
の
こ
と
だ
ろ
う

か
。
そ
の
代
わ
り
、「
山
の
こ
と
く
」「
み
ち
ん
ニ
」「
勢
ひ
す
さ
ま

し
く
」「
お
そ
ろ
し
な
ん
と
い
は
ん
か
た
な
し
」
と
、
津
波
の
高
さ
、

勢
い
の
激
し
さ
、
恐
ろ
し
さ
を
形
容
す
る
文
言
が
並
ぶ
。
そ
し
て
、

「
浜
へ
逃
」「
舟
に
の
り
」「
川
筋
へ
逃
た
る
」
と
い
う
死
に
直
結
す

る
行
為
の
事
例
を
警
句
的
に
挙
げ
る
。
そ
し
て
、
宝
永
地
震
津
波

の
際
に
も
同
様
な
死
者
が
あ
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
も
知
る
人
が

少
な
く
な
っ
て
い
く
か
ら
と
い
う
、
碑
建
立
の
趣
旨
が
述
べ
ら
れ

る
。
つ
ま
り
、
前
部
で
は
、
津
波
の
予
兆
現
象
、
津
波
の
恐
ろ
し

さ
及
び
津
波
に
際
し
死
に
直
結
す
る
避
け
る
べ
き
行
為
を
強
く
訴

え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

中
部
で
は
、
井
戸
の
水
位
が
減
少
す
る
こ
と
が
津
波
の
予
兆
で

あ
る
（
＝
井
戸
の
水
が
減
ら
な
け
れ
ば
津
波
が
来
な
い
。）
と
い
う

宝
永
地
震
以
来
の
言
い
伝
え
を
否
定
し
て
い
る
。
避
難
の
必
要
性
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に
は
名
を
連
ね
て
い
な
い
。
津
波
被
害
の
た
め
、
津
波
直
後
に
は

「
救
合
」
供
出
を
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
二

年
後
の
深
専
寺
石
碑
建
立
時
に
は
寄
付
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

彼
ら
は
、
被
災
後
相
当
に
経
営
を
回
復
さ
せ
、
自
ら
の
体
験
か
ら

得
た
教
訓
を
後
世
の
多
く
の
者
ヘ
伝
え
る
取
組
に
加
わ
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
湯
浅
村
に
お
け
る
安
政
地
震
津
波
に
関
す
る
記
録

を
確
認
し
、
地
震
・
津
波
の
発
生
状
況
、
被
害
の
実
態
と
共
に
村

民
の
対
応
を
教
訓
の
継
承
ま
で
含
め
て
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

　

湯
浅
村
に
お
い
て
は
、
市
街
中
心
部
の
被
害
が
比
較
的
軽
微
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
予
て
活
発
で
あ
っ
た
海
防
組
織
を
活
用
し
て

救
援
・
復
興
施
策
を
組
織
的
に
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

村
民
間
で
記
録
の
筆
写
等
に
よ
る
被
災
経
験
及
び
そ
れ
か
ら
導
か

れ
る
教
訓
を
共
有
化
し
、
継
承
す
る
活
動
も
活
発
で
あ
っ
た
。
そ

の
集
大
成
が
、
深
専
寺
石
碑
建
立
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

同
じ
津
波
で
あ
っ
て
も
、
地
形
等
の
地
理
的
条
件
に
よ
っ
て
近

こ
れ
ら
古
文
書
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
情
報
が
共
有
化
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
複
数
の
、
本
来
は
特
定
の
者
に
向

け
て
書
か
れ
た
も
の
な
が
ら
広
く
共
有
化
さ
れ
た
教
訓
か
ら
、
よ

り
不
特
定
多
数
の
後
世
の
者
達
へ
の
教
訓
と
す
べ
き
、
特
に
重
要

な
事
項
が
選
ば
れ
、
分
か
り
や
す
い
語
句
及
び
文
字
の
文
章
に
さ

れ
た
。

　

そ
れ
ら
が
、
恐
ら
く
能
筆
家
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
恵
空
一
庵
に
よ
っ
て
読
み
や
す
い
字
で
書
さ
れ
た
の
が
、
こ

の
碑
文
で
あ
る
。

　

そ
し
て
こ
の
碑
は
、
避
難
路
と
し
て
第
一
の
道
と
さ
れ
た
深
専

寺
の
門
前
に
津
波
犠
牲
者
の
三
回
忌
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
建
立
さ
れ

た
。
同
寺
関
係
者
の
み
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
石

碑
裏
面
の
寄
付
者
に
名
を
連
ね
て
い
る
者
・
集
団
及
び
世
話
人
は
、

必
ず
し
も
同
寺
旦
家
に
限
ら
な
い
こ
と
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

石
碑
寄
付
者
の
う
ち
、
広
屋
久
七
、
日
高
や
利
兵
ヱ
、
丁
子
屋

嘉
七
及
び
平
ノ
や
想
吉
は
、
古
文
書
に
津
波
被
害
の
あ
っ
た
者
と

し
て
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
手
ク
リ
仲
間
」
と
石
碑
に
あ

る
手
繰
網
漁
船
が
大
損
害
を
蒙
っ
た
の
も
先
に
見
た
と
お
り
で
あ

る
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
津
波
直
後
の
「
救
合
」
供
出
者
（
史
料
Ａ
）
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【
史
料
一
】「
大
地
震
津
波
心
得
の
記
」
碑
碑
文
（
深
専
寺
）（
読
点

及
び
中
点
は
引
用
者
に
よ
る
。）

(

正
面
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
地
震
津
な
み
心
え
之
記

嘉
永
七
年
六
月
十
四
日
夜
八
つ
時
下
り
、
大
地
震
ゆ
り
出
し
、
翌

十
五
日
ま
て
三
十
一
二
度
ゆ
り
、
そ
れ
よ
り
小
地
震
日
と
し
て
ゆ

ら
さ
る
こ
と
な
し
、
廿
五
日
頃
漸
ゆ
り
や
ミ
、
人
心
も
お
た
や
か

に
な
り
し
ニ
、
同
年
十
一
月
四
日
晴
天
四
つ
時
大
地
震
凡
半
時
は

か
り
、
瓦
落
、
柱
ね
ち
れ
た
る
家
も
多
し
、
川
口
よ
た
来
た
る
こ

と
お
ひ
た
ゝ
し
か
り
し
か
と
も
、
其
日
も
こ
と
な
く
暮
て
、
翌
五

日
昼
七
つ
時
、
き
の
ふ
よ
り
つ
よ
き
地
震
に
て
、
未
申
の
か
た
海

鳴
こ
と
三
四
度
、
見
る
う
ち
海
の
お
も
て
山
の
こ
と
く
も
り
あ
か

り
、
津
波
と
い
ふ
や
い
な
高
波
う
ち
あ
け
、
北
川・南
川
原
へ
大
木・

大
石
を
さ
か
ま
き
、
家
・
蔵
・
船
み
ち
ん
ニ
砕
き
高
波
お
し
来
た

る
勢
ひ
す
さ
ま
し
く
、
お
そ
ろ
し
な
ん
と
い
は
ん
か
た
な
し
、
こ

れ
よ
り
先
、地
震
を
の
か
れ
ん
た
め
浜
へ
逃
、あ
る
ひ
ハ
舟
に
の
り
、

又
ハ
北
川
・
南
川
筋
へ
逃
た
る
人
の
あ
や
う
き
め
に
あ
ひ
、
溺
死

の
人
も
す
く
な
か
ら
す
有
に
、
百
五
十
年
前
宝
永
四
年
の
地
震
に

も
、
浜
辺
へ
に
け
て
津
波
に
死
せ
し
人
の
あ
ま
た
有
し
と
な
ん
聞

接
す
る
場
所
の
被
害
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
本

稿
で
見
た
湯
浅
村
に
お
け
る
海
防
組
織
の
活
動
状
況
等
、
地
域
の

歴
史
的
条
件
に
よ
っ
て
災
害
後
の
救
援
・
復
興
施
策
の
有
り
様
が

規
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
湯
浅
村
に
お
い
て
は
、
市
街

地
域
の
津
波
被
害
が
比
較
的
軽
微
で
あ
っ
た
と
い
う
自
然
的
・
地

理
的
条
件
と
、
幕
末
期
の
世
相
・
海
防
の
動
き
と
連
動
し
た
地
域

の
歴
史
的
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

私
は
、
津
波
被
害
と
紀
州
藩
の
海
防
施
策
が
相
俟
っ
て
地
域
社

会
に
苦
境
を
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
事
例
を
紹
介
し
た
こ
と
が
あ

る
（
（3
（

。
本
稿
に
よ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
、
同
じ
政
策
で
あ
っ
て
も
自

然
条
件
や
歴
史
的
条
件
と
の
兼
ね
合
い
で
、
及
ぼ
さ
れ
る
影
響
が

明
と
暗
に
分
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
過
去
の
災
害

史
を
探
究
す
る
と
き
、
単
に
災
害
記
録
だ
け
を
見
る
の
で
は
な
く
、

各
地
域
の
歴
史
的
特
殊
性
等
も
加
味
し
て
考
察
す
る
必
要
を
改
め

て
感
じ
る
。
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公
門　
　
　
栖
原
や
太
郎
左
ヱ
門　
　
木
屋
彦
三
良

法
眼
弥
兵
ヱ　
　
　
角
屋
右
馬
太
良　
　
　
　
飴
屋
和
助

角
や
喜
右
ヱ
門　
　
藤
屋
九
郎
右
ヱ
門　
　
　
く
り
や
清
兵
ヱ

柳
屋
弥
三
良　
　
　
広
屋
久
七　
　
　
　
　
　
本
下
勘
四
良

炭
や
兵
右
ヱ
門　
　
花
屋
長
二
良　
　
　
　
　
松
谷
や
清
七

　
　
　
　
　
　
　
　
同　
忠
兵
ヱ　
　
　
　
　
桶
屋
仲
間
中

　
　
　
　
　
　
　
　
同　
又
助　
　
　
　
　
　
か
も
や
善
兵
ヱ

[

４
段
目]　
　
　
　

[

５
段
目]　
　
　
　
　

[

６
段
目]

久
世
甚
助　
　
　
　
ワ
タ
ヤ
楠
右
ヱ
門　
　
　
大
坂
屋
伊
助

角
屋
平
兵
ヱ　
　
　
能
ミ
市
郎
右
ヱ
門　
　
　
肉
桂
や
豊
助

す
ミ
庄
七　
　
　
　
平
ノ
や
想
吉　
　
　
　
　
濵
屋
嘉
右
ヱ
門

花
屋
新
兵
ヱ　
　
　
和
泉
や
藤
兵
ヱ　
　
　
　
桶
や
鹿
蔵

米
屋
安
兵
ヱ　
　
　
山
形
屋
清
七　
　
　
　
　
大
坂
や
金
蔵

カ
サ
ヤ
吉
兵
ヱ　
　
大
工
新
蔵　
　
　
　
　
　
内
田
や
喜
兵
ヱ

問
屋
長
三
郎　
　
　
瓦
や
半
七　
　
　
　
　
　
福
島
や
文
助

手
ク
リ
仲
間　
　
　
冨
上
や
庄
助　
　
　
　
　
木
屋
半
兵
ヱ

日
高
や
利
兵
ヱ　
　
栖
原
や
利
兵
ヱ

丁
子
屋
嘉
七　
　
　
鹿
島
や
良
助

つ
た
ふ
人
も
ま
れ
〳
〵
に
な
り
行
も
の
な
れ
ハ
、
こ
の
碑
を
建
置

も
の
そ
か
し
、
又
昔
よ
り
つ
た
へ
い
ふ
、
井
戸
の
水
の
へ
り
、
あ

る
ひ
ハ
に
こ
れ
ハ
津
波
有
へ
き
印
な
り
と
い
へ
れ
と
、
こ
の
折
に

は
井
の
水
の
へ
り
も
に
こ
り
も
せ
さ
り
し
、
さ
す
れ
ハ
井
水
の
増

減
に
よ
ら
す
、
こ
の
後
万
一
大
地
震
ゆ
る
こ
と
あ
ら
ハ
、
火
用
心

を
い
た
し
、
津
波
も
よ
せ
来
へ
し
と
心
え
、
か
な
ら
す
浜
辺
・
川

筋
へ
逃
ゆ
か
す
、
深
専
寺
門
前
を
東
へ
通
り
天
神
山
へ
立
の
く
へ

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恵
空
一
庵
書

（
右
側
面
）

安
政
三
辰
年　
　
　
　
　
宮
原
屋
清
兵
衛

　
　
　
　
　
世
話
人

十
一
月
建
之　
　
　
　
　
石
屋
忠
兵
衛

（
背
面
）

[

１
段
目]　
　
　

[

２
段
目]　
　
　
　
　
　
　

[

３
段
目]

　
　
　
　
　
　
　
寄
附
連
名　
　
　
　
　
　
　
花
屋
源
助

　
当
山
廿
六
世　
　
常
光
院
敬
道　
　
　
　
　
岡
屋
権
四
良

　
承
空
上
人
代　
　
大
坂
屋
三
右
ヱ
門　
　
　
広
田
屋
佐
兵
ヱ
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越
前
福
井　
　
是
ニ
ハ
十
三
日
天
火
ニ
而
城
下
壱
万
五
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軒
程
ゆ
り
失
、
十
四
日
大
地
震

　
　
　
　
南
山
城　
加
茂
笠
木
山

　
　
　
　
摂
河
泉
ハ
少
し
者
損
シ
も
有
之
候
得
共
格
別
之
事
ハ
無

　
　
　
　
之
様
ニ
聞
ヘ
申
候

其
外
美
濃
・
尾
張
・
丹
波
辺
ま
で
ゆ
り
候
由
、
九
州
地
・
四
国
辺

又
東
国
筋
・
中
国
筋
是
ハ
ゆ
り
不
申
候
哉
、
一
向
沙
汰
無
御
座
候

　
　
　
　
従
是　
津
浪
実
体

嘉
永
七
年
甲
寅
十
一
月
四
日
晴
天
四
ツ
時
頃
大
地
震
、
凡
半
時
計

リ
止
ミ
な
し
ゆ
り
詰
、
家
々
瓦
落
柱
狂
ひ
候
家
も
多
く
有
之
、
皆
々

驚
キ
外
ヘ
出
見
合
セ
居
候
得
共
、
い
よ
〳
〵
大
ゆ
り
と
相
な
り
、

其
上
川
ヘ
よ
た
来
ル
事
甚
敷
、
四
日
ハ
五
ツ
六
分
潮
満
ニ
而
、
八

ツ
六
分
干
底
之
処
、
昼
過
ル
ま
で
込
潮
募
候
故
皆
々
不
思
儀
ニ
思

ひ
井
之
水
ヲ
見
候
得
共
格
別
減
し
候
様
子
も
見
ヘ
不
申
、
或
ハ
浜

ヘ
潮
之
様
子
見
ニ
行
人
も
多
か
り
し
、
其
内
ヤ
レ
津
浪
上
ル
大
騒

動
ニ
及
ひ
家
毎
ニ
着
類
ハ
勿
論
又
ハ
蒲
団
・
米
抔
ヲ
為
持
、
老
人
・

女
・
子
供
ヲ
別
所
・
青
木
・
山
田
・
吉
川
其
外
近
在
之
親
類
或
ハ

心
易
キ
方
ヘ
逃
し
置
、
男
分
計
リ
内
ニ
残
リ
候
得
共
其
夜
ま
て
も

【
史
料
Ａ
】
嘉
永
七
年
寅
霜
月
津
浪
記
（
湯
浅　
最
勝
寺
）（
読
点
・

中
点
、
傍
線
及
び
（　
）
書
の
傍
書
は
引
用
者
に
よ
る
。）

（
前
略
）

此
度
嘉
永
七
甲
寅
六
月
十
四
日
夜
七
ツ
時
前
余
程
久
し
き
間
大
地

震
、
翌
夕
方
ニ
三
十
壱
度
計
リ
、
十
四
日
・
十
五
日
両
夜
表
ヘ
出
、

近
所
隣
リ
寄
リ
集
リ
道
具
ヲ
出
シ
不
寝
表
ニ
而
夜
ヲ
明
シ
致
し
候

事
、
尤
田
辺
ハ
此
辺
と
同
様
、
日
高
郡
由
良
之
内
、
此
辺
ニ
而
茂

別
所
・
青
木
・
山
田
・
岩
渕
甚
タ
緩ユ
ル
シ
、
石
垣
組
・
藤
並
組
・
千
田
辺
・

加
茂
谷
・
黒
江
・
日
方
・
塩
津
・
和
歌
山
・
大
坂
・
和
泉
・
河
内
・

大
和
ト
だ
ん
〳
〵
上
ヘ
行
程
甚
敷
様
子
ニ
御
座
候
、
所
ニ
よ
り
紺

屋
藍
坪
ヲ
ゆ
り
出
し
或
ハ
行
灯
皿
を
ゆ
り
落
し
家
た
お
れ
怪
我
人

も
多
分
出
来
候
所
も
有
之
噂
ニ
御
座
候

　
　
　
十
三
日
ニ
も
少
シ
の
地
震
三
ツ
計
リ
ゆ
り
候
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
四
日
大

地
震
之
後
其
夜
よ
り
十
八
日
頃
ま
で
小
地
震
昼
夜
ニ
幾
度
も
ゆ
り

漸
廿
五
日
頃
ニ
地
震
鎮
リ
候
、
此
度
地
震
甚
敷
所

　
　
　
　
伊
賀
上
野　
　
　
南
都　
　
　
郡
山

　
　
　
　
江
州
膳
所　
　
膳
所
ハ
城
之
塀
水
海
ヘ
崩
レ
込
候
由

　
　
　
　
大
津　
　
　
　
勢
州
四
日
市
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〳
〵
ニ
逃
行
シ
有
様
ハ
む
か
し
源
平
の
戦
ニ
平
家
の
軍
兵
冨
士
川

水
鳥
の
羽
音
ニ
驚
キ
馬
物
之
具
ヲ
打
捨
都
迄
逃
登
リ
し
如
く
、
金

銀
・
財
宝
・
着
類
・
雑
具
ニ
至
迄
皆
打
捨
周ア
ハ
テ
テ章
迷
イ
離
レ
〳
〵
ニ

逃
行
、
其
夜
者
山
々
ハ
丁
ち
ん
・
明
松
夥
敷
夜
の
明
る
ま
で
家
内

之
も
の
又
親
類
其
外
心
安
キ
人
ヲ
尋
合
し
或
ハ
迷
イ
子
ヲ
呼
廻
リ

鬩ヒ
シ
メ
ク

声
ハ
恰ア
タ
カモ
数
千
里
の
大
藪
に
て
幾
億
万
の
蚊
の
鳴
ク
如
ク
誠
ニ

哀
レ
な
る
次
第
な
り
、
翌
朝
夫
〳
〵
尋
会
廻
リ
会
し
其
時
ハ
家・蔵・

諸
道
具
皆
流
今
日
食
物
な
き
人
も
夫
等
の
事
ハ
何
と
も
な
く
只
異

国
ヘ
流
さ
れ
て
生
死
之
程
も
覚
束
な
く
幾
年
月
ヲ
待
詫
し
に
不
思

儀
と
国
ヘ
立
帰
リ
し
人
々
の
相
互
ニ
百
年
振
ニ
而
逢
し
心
持
ニ
而
、

壱
ツ
所
ニ
寄
リ
集
リ
き
の
ふ
の
難
ニ
引
か
へ
て
今
日
ハ
悦
の
声
ヲ

上
ケ
嬉
し
泣
ニ
ぞ
な
り
け
る
、
我
・
人
と
も
今
日
よ
り
の
難
儀
ハ

打
忘
レ
誰
（
唯
）生
ヲ
悦
ふ
事
是
人
情
の
至
極
ニ
而
尤
な
る
事
な
り

但
し
栖
原
・
田
村
ニ
テ
ハ
一
向
少
ク
荒
等
も
聊
の
事
ニ
候
、　　

広
格
別
甚
敷
浜
町
不
残
、
西
之
方
ハ
忝
原
方
迄
不
残
ス
皆
流

失
、
其
外
村
中
ヘ
潮
入
壱
軒
も
不
遁
、
田
地
荒
潮
入
田
夥
敷

御
座
候
、
西
広
并
唐
尾
湯
浅
村
同
断
、
由
良
ノ
内
大
ア
レ
、

夫
ヨ
リ
日
高
・
田
辺
・
熊
野
・
勢
州
ヨ
リ
東
海
道
す
じ
ア
レ

何
事
も
無
之
、
ミ
な
〳
〵
よ
ろ
こ
び
、
翌
五
日
も
弥
々
晴
天
ニ
而

其
上
き
の
ふ
地
震
後
至
極
静
謐
故
皆
心
ヲ
ゆ
る
し
、
き
の
ふ
近
在

ヘ
逃
し
人
并
ニ
持
運
し
品
ヲ
持
帰
リ
候
時
ハ
死
人
之
再
ヒ
蘇
生
セ

し
思
ひ
ニ
而
先
何
事
な
く
か
へ
り
皆
々
安
堵
い
た
し
悦
び
け
る
、

然
ル
ニ
昼
七
ツ
時
頃
ま
た
〳
〵
大
地
震
、
今
日
ハ
き
の
ふ
よ
り
い

く
倍
も
大
キ
ク
一
同
怕ヒ
イ
クリ
仰
天
、
早
速
家
毎
ニ
家
内
表
ヘ
飛
出
、

畳
ヲ
出
し
、
其
上
ニ
集
リ
居
候
得
共
中
々
ゆ
り
止
ミ
不
申
、
八
十

歳
位
之
老
人
茂
不
レ
覚
事
と
申
さ
れ
候
、
漸
々
半
時
計
リ
過
少
シ
鎮

リ
候
故
、
其
内
ニ
如
何
程
之
大
ゆ
り
可
有
哉
も
難
計
、
後
ヲ
恐
て

北
①

川
橋
向
イ
大
根
畑
ヘ
居
所
ヲ
替
、
今
日
持
帰
リ
候
着
類
・
ふ
と

ん
之
荷
物
幸
未
タ
其
侭
有
事
故
何
れ
も
持
行
、
扨
又
夕
飯
抔
ハ
此

処
ニ
而
支
度
致
し
夜
ヲ
明
ス
積
リ
ニ
用
意
調
ヘ
置
候
、
去
レ
と
も

昨
日
ハ
津
浪
ニ
恐
怖
し
て
逃
候
得
共
何
事
な
く
穏オ
ダ
ヤか
に
な
り
し
故

皆
人
々
心
ヲ
ゆ
る
し
津
浪
の
事
ハ
少
し
も
気
ニ
付
ケ
不
申
、
唯
地

震
の
ミ
恐
レ
居
候
処
暫
ク
し
て
海
底
数
千
之
大
雷
壱
度
ニ
如
レ
発
鳴

事
両
三
度
、
俄
ニ
海
面
山
之
如
ク
ヤ
レ
津
浪
と
云
哉
否
哉
眕マ
タ
ヽ
ク内
ニ

大
木
・
大
石
ヲ
推ヲ
シ
流
シ
船
・
家
・
蔵
ヲ
微ミ

塵チ
ン
ニ
砕ク
タ
キ
押
来
ル
大
浪

の
尖ス
ル
ド
キ勢
イ
譬
ヲ
取
る
に
物
な
し
、子
ハ
親
ニ
離
レ
、親
ハ
子
ヲ
失
イ
、

我
先
ヘ
ト
満
願
寺
山
ヲ
初
メ
天
神
山
・
悟
念
寺
山
或
ハ
向
山
と
散
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第
参

逃
出
ル
節

蔵
の
窓
・
同
入
口
右
両
方
と
も
土
戸
ニ
致
し
置
、
次
ニ
居
宅

随
分
気
ヲ
付
落
度
無
之
様
〆
リ
可
致
事

　
　
　
　
第
四

同
節

家
内
離
レ
ず
壱
ツ
所
ニ
居
ル
事
、
必
散
々
ニ
不
成
様

　
　
　
　
第
五

同
節

必
川
端
ヘ
不
可
逃
、
御
蔵
町
ゟ
す
常
小
路
夫
ヨ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
神
山
ヘ
可
行
事

　
　
従
此

　
　
　
　
む
か
し
よ
り
言
伝
へ

津
浪
ハ
上
汐
大
キ
ニ
緩
な
る
も
の
故
に
飯
壱
釜
焚
間
の
あ
る
も

の
ニ
而
引
汐
ハ
甚
烈
敷
も
の
と
言
伝
ヘ
ニ
候
得
と
も
此
度
浪
ハ

中
々
左
ニ
不
非
、
前
書
之
通
上
汐
烈
敷
事
譬
ニ
物
な
し
、
眕
マ
タ
ゝ
ク

内

ニ
何
モ
加
モ
砕
候

一
津
浪
ニ
ハ
必
井
の
水
減
ル
ト
申
伝
へ
候
得
共
今
度
格
別
減
リ
候

様
ニ
も
相
見
ヘ
不
申
、
是
ハ
所
ニ
も
よ
る
が
都
而
近
在
之
井
之

甚
敷
噂
ニ
候
、
四
国
地
・
九
州
迄
モ
大
荒

　
　
　
従
是
心
得
之
事

大
地
震
ゆ
り
海
な
り
候
ハ
ヽ
必
津
浪
上
ル
と
相
心
得

左
ニ
用
意
可
致
事

但
し
此
な
る
音
ヲ
俗
ニ
海
鉄
炮
ト
云

前
日
ゟ
海
な
り
地
震
ゆ
り
候
ハ
ヽ
早
々
用
意
可
然
事
、
用
意

致
し
候
上
何
事
も
な
く
候
ハ
ヽ
其
時
之
大
仕
合
な
り
、
必
油

断
不
可
致
事
、
恐
ル
べ
し
〳
〵

　
　
　
　
第
壱

火
の
用
心

か
ゝ
る
時
ニ
ハ
壱
ば
ん
ニ
竃カ
マ
ドの
下
或
ハ
火
鉢
・
火
燵
の
火
を

け
し
可
申
候
事

　
　
　
　
第
弐

持
逃
ル
品

着
類
・
ふ
と
ん
ハ
家
内
ニ
応
し
、
神
仏
并
ニ
過
去
帳
・
帳
面

其
外
大
切
之
も
の
皆
壱
所
ニ
集
メ
置
イ
ザ
ト
い
ふ
と
き
持
逃

ル
用
意
、
是
ハ
平
生
ニ
も
心
掛
ケ
可
置
事
、
猶
丁
ち
ん
・
ろ

う
そ
く
・
付
木
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殿
と
申
家
ニ
止
宿
在
之
由
今
日
五
ツ
時
分
ニ
相
知
れ
夫
ヘ
尋
行

先
家
内
揃
ひ
候
事
安
堵
致
し
候
、
此
時
湯
浅
市
中
ニ
壱
人
も
人

な
し
、
大
乱
之
後
人
気
細
キ
事
剃
刀
の
刃
先
の
如
く
魂
小
サ
キ

事
ハ
多
葉
粉
種
三
ツ
割
の
如
し
、
其
上
昼
夜
ニ
幾
度
も
ゆ
り
候

故
何
分
町
へ
入
ル
事
ハ
皆
々
恐
レ
男
分
計
リ
軒
々
我
家
〳
〵
ヲ
見

廻
リ
ニ
来
ル
而
巳
な
り
、
扨
十
日
頃
ニ
又
々
頻シ
キ
リニ
海
な
る
と
言

出
し
適タ
マ
々
我
家
へ
帰
リ
し
気
丈
之
仁
も
兎
角
逃
足
早
き
人
気
と

な
り
又
在
中
ヘ
逃
行
弥
々
村
ハ
人
な
き
と
な
る
、
此
時
地
震
未

タ
度
々
ゆ
る
事
故
村
中
の
諸
人
一
同
在
住
居
な
り
、
何
分
我
家

恐
ロ
敷
候
得
共
毎
ツ
迄
も
余
所
ニ
も
居
ら
れ
す
と
漸
々
十
六
七

日
之
頃
よ
り
近
所
隣
リ
ヲ
誘
ひ
合
セ
二
三
軒
或
ハ
五
六
軒
ツ
ヽ

無
拠
我
家
へ
帰
リ
、
ケ
成
リ
市
中
も
賑
ひ
か
け
候
後
も
幾
日
ハ

爰
の
神
鬮
ニ
而
又
浪
上
ル
、
彼
処
の
八
卦
ニ
ハ
毎
ツ
又
大
ゆ
り

有
ル
と
様
々
の
悪
説
ヲ
流
言
し
、
夫
ヲ
聞
度
ニ
毎
々
驚
イ
て
壱

軒
逃
レ
ハ
拾
軒
と
又
村
中
ハ
騒
キ
立
幾
度
も
〳
〵
在
中
ヘ
逃
行

け
る
、
扨
津
浪
後
ゟ
十
二
月
中
頃
迄
ハ
イ
ザ
ト
言
て
ハ
逃
出
し

ソ
リ
ヤ
ト
言
て
ハ
飛
出
し
逃
走
る
覚
悟
ば
か
り
ニ
日
ヲ
送
リ
け

る
、
此
時
十
一
月
廿
七
日
嘉
永
七
寅
年
号
安
政
元
年
と
改
ル
、

安
政
弐
年
卯
正
月
迄
も
度
々
ゆ
り
候
得
と
も
、
二
月
さ
し
入
よ

水
津
浪
之
比
よ
り
大
ニ
減
し
吉
川
・
山
田
抔
ニ
ハ
一
向
ニ
井
ノ

水
乏
敷
な
り
中
ニ
ハ
さ
つ
は
り
か
わ
き
候
井
モ
在
之
、
極
月
餅

付
比
迄
水
な
き
故
村
中
弐
三
軒
ツ
ヽ
組
合
ニ
而
漸
々
餅
付
い
た

し
候
と
の
事

右
少
し
の
違
在
之
候　
　
但
し
米
洗
ふ
水
な
き
故
ニ
水
ケ
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
井
戸
ハ
村
中
ニ
弐
三
軒
ニ
不
過

宝
永
前
ハ
百
弐
拾
年
目
ニ
而
宝
永
七
（
マ
マ
）

亥
十
月
四
日
上
リ
候
由
、

宝
永
ヨ
リ
嘉
永
七
寅
年
迄
百
四
拾
八
年
目
是
迄
ハ
大
体
百
年
目

余
リ
ニ
而
上
リ
在
之
候
得
共
天
変
ハ
何
時
ニ
如
何
様
の
変
あ
ら

ん
も
難
計
、
必
百
年
ゟ
内
ニ
ハ
決
而
有
間
敷
事
と
等ナ
ヲ
ザ
リ閑
ニ
思
ふ

へ
か
ら
す

　
　
　
従
是
津
浪
後
之
人
気

五
日
津
浪
之
節
人
々
散
々
ニ
逃
、
我
等
も
其
夜
ハ
②
青
木
村
長
池

之
上
蜜
柑
畑
ニ
而
夜
ヲ
明
ス
、
此
夜
朝
迄
ニ
五
ツ
六
ツ
ゆ
り
候

中
ニ
亥
之
下
刻
と
思
ふ
比
亦
々
大
地
震
、
是
ハ
中
々
昼
の
地
震

よ
り
ハ
余
程
大
キ
ク
是
ニ
ハ
定
而
村
中
の
家
・
蔵
不
残
崩
レ
候

ハ
ヽ
半
与
覚
ヘ
候
得
共
全
く
夜
陰イ
ン
の
事
故
格
別
ニ
思
ひ
候
か
と

存
候
、
③
翌
六
日
朝
き
の
ふ
女
共
ハ
地
震
之
時
北
川
橋
向
へ
遣
し

置
候
故
何
方
ヘ
逃
ケ
し
候
甚
覚
束
な
く
存
居
候
処
幸
命
か
ら
〳
〵

ニ
向
イ
山
ヘ
カ
け
上
リ
漸
吉
川
村
へ
逃
行
同
村
西
市
郎
右
衛
門
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北
川
堤
荒

潮
入
場
所　
浜
町
西
側　
　
新
屋
敷
不
残

　
　
　
　
　
御
蔵
町
ハ
浜
町
辻
ヨ
リ
西
半
流
同
前

北
町
ハ
中
町
角
ゟ
西　

中
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
町　
伝
馬
所
迄
皆
家
ヘ
入

走
リ
上
辺

山
家
町

　
久
ぼ
り
潮
入
ル

北
南
恵
美
須　

田
地
荒　

潮
入
田
川
筋

南
ハ
名
し
ま
堀
川
屋
湯
ニ
て
ん
ま
壱
艘
、
大
納
屋

新
田
前
ニ
五
六
十
石
之
船
二
艘
是
ハ
び
ぜ
ん
蜜
か

ん
船
二
艘
と
も
少
々
ツ
ヽ
イ
タ
ミ
在
リ
、
別
所
田

り
次
第
ニ
鎮
リ
皆
々
安
心
致
し
、
此
時
漸
元
の
人
心
地
ニ
立
帰

リ
気
太
キ
事
扶
桑
木
の
如
く
魂
大
キ
な
る
事
大
人
国
之
大
仏
之

如
く
諸
人
気
穏
ニ
納
リ
け
る

右
荒
々
ハ
認
メ
候
得
共
中
々
其
時
之
大
騒ソ
ヲ
ト
ヲ動
恐
ロ
し
き
事
ハ
筆

紙
ニ
も
書
尽
し
か
た
く
候
、
此
後
ハ
何
卒
無
事
安
穏
成
る
事
ヲ

人
毎
ニ
願
候
而
巳

　
　
　
　
従
是
皆
流
失
場
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
并
ニ
潮
入
皆
田
畑
同
荒
地

河
原

中
河
原　
丁
子
屋
近
所
ニ
而
四
五
軒
残
る
、
其
外
皆
流

　
　
　
　
　

西
ハ
栩
之
長
兵
衛
殿
近
所
少
し
の
こ
り

大
小
路
筋

　
　
　
　
　
夫
よ
り
東
ハ
皆
流

鍛
冶
屋
町　
坂
之
下
皆
流

北
戸
岩　
家
皆
流

　
　
　
　
　

橋
詰
ニ
而
家
弐
軒
流

　
　
　
　
○
橋
之
三
五
郎
殿
屋
敷
ニ
而
借
家
弐
軒
流

北
川
道
橋
落

　
　
　
　
　
鍛
冶
屋
細
工
部
屋
壱
軒
流

　
　
　
　
　

是
ハ
皆
三
五
郎
屋
敷
な
り　

　

橋
の
向
イ
ゆ
り
の
堤
皆
崩
流

橋
詰
北
側
堤
廿
間
余
リ
皆
崩
流

道
端
下
南
か
わ
堤
養
仙
川
口
ニ
而

廿
間
余
リ
皆
崩
流

夫
ゟ
東
ハ
竹
屋
善
吉
殿
東
隣
之
表
迄

少
し
潮
來
ル
、
尤
か
づ
ら
石
限
リ

北
ヨ
リ
南
迄

半
流
同
前

北
ハ
本
勝
寺
表
限
リ

南
ハ
福
蔵
寺
表
限
リ

紺
吉
殿
・
柳
半
殿
此
近
所
不
残
家
々
ニ
汐
入

此
所
ニ
五
六
十
石
船
二
艘
流
レ
寄
ル
、
其
外
古
木
類

養
仙
川
上
の
家
々
道
町
後
ロ
筋
伝
馬
所
ヲ

見
通
し
に
西
東
共
ニ
不
残
家
々
へ
汐
入
ル

両
戎
共
塀
ハ
不
残
流
失
致
し
候
得
共
御
社
ハ
少

し
も
無
別
条
誠
ニ
御
神
徳
之
程
諸
人
恐
入
難
有

存
候
、
元
戎
も
同
断

南
ハ
金
八
新
田　
　
　
満
願
寺
近
所
畑
ケ

北
ハ
向
し
ま
新
田　
　
戸
岩
向
キ
畑
ケ

是
等
ハ
皆
床
は
げ
ニ
相
成
石
ご
ら
持
込
大
荒

南
ハ
別
所
領
迄
汐
込
入
、
御
蔵
後
ロ
畑
ケ

北
ハ
本
下
薮
下
モ
悪
水
溝
岸
迄

六
軒
家
表
走
リ
上
リ
迄

弁
才
天
鳥
居
近
所
ニ
而
七
八
軒
残
る
、
新
田
筋
ニ
而

者
家
残
る
、
其
外
ハ
皆
流
る
な
り
、
寔
ニ
不
思
儀
な

る
事
ハ
弁
才
天
御
社
流
失
ニ
及
ヒ
候
得
共
御
神
体
ハ

川
原
の
平
野
屋
惣
七
方
の
座
敷
ニ
御
鎮
座
な
り
、
少

し
も
汐
ニ
浸
リ
不
申
候
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と
も
〇
其
内
金
持
程
借
家
・
田
地
ヲ
損
失
甚
多
し
〇
皆
仁
慈
の

実
情
ニ
而
何
事
ニ
も
心
能
救
合
米
施
行
出
し
呉
候
事
一
同
ニ
難

有
存
候

但
し
此
救
合
米
難
渋
も
の
ハ
勿
論
村
中
平
等
ニ
受
候

心
得
ニ
相
成
可
申
事
、
若
此
時
人
気
一
同
ニ
如
鬼
ニ

募
リ
救
合
施
行
無
之
候
ハ
ヽ
村
中
の
大
乱
実
ニ
恐
ロ

し
き
事
ニ
も
相
成
可
申
与
存
候
、
万
一
難
渋
も
の
中ゝ

ニ
不
所
存
有
之
、
必
死
ト
渇
命
ニ
及
共
今
日
渡
世
の

手
立
ハ
な
く
乱
ル
時
節
ヲ
幸
ニ
前
後
の
思
慮
な
く
後

難
儀
も
不
恐
悪
心
ヲ
思
ヒ
付
こ
ぶ
ち
或
ハ
盗
賊
・
火

付
等
ヲ
仕
出
し
候
ハ
ヽ
、
此
度
ハ
不
思
議
と
仕
合
ニ

而
流
失
・
潮
入
ヲ
遁
レ
候
場
所
ニ
而
も
如
何
様
の
災

難
起
リ
村
中
の
成
行
も
中
々
計
リ
難
し
、
此
時
節
村

中
異
変
な
く
納
リ
候
ハ
全
く
救
合
の
助
ケ
な
り
、永
々

之
末
ニ
至
迄
必
此
恩
ハ
皆
一
同
ニ
不
可
忘
事

扨
も
津
浪
の
節
町
々
小
路
〳
〵
或
ハ
浜
浦
村
之
端
々
へ
船
・
家
・

材
木
・
古
木
・
古
竹
其
外
諸
道
具
・
雑
具
類
の
破
損
も
の
山
の

如
流
レ
集
リ
、浜
町
ヨ
リ
西
ハ
北
ヨ
リ
南
ニ
至
迄
一
面
、其
外
北・

南
両
か
わ
は
た
筋
往
来
出
来
不
申
候
故
、
救
合
米
ニ
而
難
渋
も

ニ
同
破
損
船
・
家
の
古
木
其
外
雑
具
山
ノ
如
く
流

レ
寄
数
不
知
、
御
蔵
表
畑
ケ
船
四
五
艘
、
北
川
筋

ハ
清
水
渡
リ
橋
少
し
上
迄
汐
行

走
リ
上
リ
畑
ケ
ヨ
リ
六
軒
家
後
ロ
浜
田
向
宮
後
ロ

辺
壱
里
松
前
之
方
船
・
財
木
・
家
之
古
木
・
雑
具
・

す
ゝ
き
・
蒸
糞
其
外
い
ろ
〳
〵
も
の
山
之
如
く
数

不
知
流
レ
入
ル

　
　
　
　
　
　

皆
流
失
家
数　

死
人

船　
　
　
　

流
失
家
弐
三
軒
、
其
外
在
所
之
内
下
通
リ
之
家
ハ
不
残

〇　
　
潮
入
、
半
流
レ
同
様

汐シ
ヲ
入
之
場
所
ハ
諸
木
不
残
枯
候
得
共
松
ハ
青
々
と
し
て
常
盤

之
色
ヲ
不
失
実
ニ
千
歳
之
齢
ヲ
保
ツ
名
木
な
り

都
而
宝
永
の
時
も
此
度
も
流
失
家
其
外
荒
等
も
北
よ
り
南
の
方

甚
敷
事
同
前
な
り

　
　
　
　
　
従
是
存
寄
リ

右
前
書
之
通
急
変
大
乱
ニ
付
、
忽
其
時
よ
り
必
死
と
渇
命
ニ
及

候
も
の
夥
敷
出
来
候
得
共
天
災
致
し
方
無
之
故
、
無
拠
、
村
ゟ

身
許
之
家
々
ヘ
救
合
米
頼
ミ
候
処
難
儀
ハ
村
中
一
統
之
事
な
れ

竈
百
八
十
軒
余
、
棟
数
三
百
余
、
汐
入
半
流
家

と
も
凡
八
百
余
、
其
外
少
々
ツ
ヽ
汐
入
候
家
ハ

数
不
知
候

三
十
四
人
程
之
内
廿
七
人
ハ
当
村
住
人
、
其
外
ハ
皆

備
前
・
雑
賀
崎
・
遠
国
之
旅
人
な
り

浦
中
ニ
無
疵
ハ
漸
三
四
艘
、
船
具
・
あ
み
等
ハ
皆
流
失
ニ

相
な
る
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ゟ
も
頼
ミ
申
事
も
出
来
不
申
、
又
米
も
百
目
以
上
の
直

段
ニ
候
ハ
ヽ
、
世
上
の
人
気
あ
し
く
其
上
何
レ
も
難
儀

の
折
柄
故
心
有
人
ニ
而
も
救
合
抔
ハ
出
し
兼
候
事

此
三
ツ
之
内
壱
ツ
か
け
て
も
村
中
大
キ
ニ
迷
惑
難
儀
い
た
す
べ

き
に
何
事
も
な
く
救
合
能
納
リ
し
ハ
村
中
一
統
の
大
仕
合
な
り

　
　
従
是
救
合
米
施
行
出
し
候
名
前
左
ニ

　
　
　
ア
ミ
ヤ　
　
　
　
　

カ
ト
ヤ　
　
　
　
　

   

酒
ヤ

米
弐
拾
石　
清
七	

同
弐
拾
石
喜
右
衛
門	

同
拾
五
石　
伝
六

　
　
　
マ
ヘ
田
ヤ　

	　
　
　

油
ヤ　
　
　
　
　
　

     

カ
ト
ヤ

同
拾
五
石
四
郎
兵
衛	

同
拾
五
石　
伝
七	

同
拾
五
石
右
馬
太
郎

　
　
　
花
ヤ　
　
　
　
　
　

大
坂
ヤ　
　
　
　
　

   

山
形
ヤ

同
拾
五
石　
長
次
良	

同
拾
五
石　
半
六	

同
拾
石　
　
清
七

　
　
　
柳
ヤ　
　
　
　
　

  

木
ヤ　
　
　
　
　

    

小
マ
モ
ノ
ヤ

同
拾
石　
　
次
助	

同
銀
五
百
目　
定
右
衛
門	

同
五
百
目
次
郎
兵
衛

　
　
　
筆
ヤ　
　
　
　
　

  

古
金
ヤ　
　
　
　
　

   

立
花
ヤ

米
拾
五
石　
平
蔵	

同
拾
五
石
八
郎
兵
衛	

同
拾
石  　
吉
兵
衛

　
　
　
ア
ミ
ヤ　
　
　
　

  

井
関
ヤ　
　
　
　
　

   

土
井

同
拾
石
弐
斗
四
升
四
合
甚
兵
衛	

同
拾
石　
　
善
兵
衛	

同
拾
石　
弥
右
衛
門

　
　
　
ふ
じ
ヤ　
　
　
　

  

カ
ト
ヤ　
　
　
　
　

   

木
ヤ

同
拾
五
石　
九
郎
右
衛
門	

同
六
石　
喜
左
衛
門	

同
拾
五
石　
喜
三
郎

　
　

   

ユ
ラ
ヤ　
　
　
　
　

能
見　
　
　
　
　
　
　
土
岐

同
拾
石　
善
兵
衛	
銀
四
百
目　
市
郎
右
衛
門	

米
拾
石　
　
五
兵
衛

の
ヲ
施
行
日
雇
ニ
遣
ひ
壱
人
前
白
米
小
升
弐
升
ツ
ヽ
遣
し
右
之

悪
雑
者
ヲ
片
付
為
被
致
候
、
此
人
足
毎
日
北
南
浜
ゟ
四
百
人
余

リ
、岡
等
難
渋
の
も
の
三
百
人
余
リ
、都
合
人
数
七
百
人
余
ツ
ヽ
、

皆
救
合
米
の
助
ニ
而
命
ヲ
繋
キ
候
、
凡
日
々
人
足
米
白
米
ニ
而

弐
拾
七
八
俵
ヨ
リ
卅
四
五
俵
ツ
ヽ
入
申
候
、
其
外
老
人
・
女
・

子
供
或
ハ
流
失
ニ
而
家
な
き
も
の
ニ
ハ
満
願
寺
塀
下
へ
大
造
な

る
小
屋
打
弐
ケ
所
建
、
一
日
ニ
壱
人
前
弐
合
当
の
積
リ
ニ
而
粥

ヲ
焚
、
当
月
六
日
ゟ
十
二
月
廿
五
日
迄
遣
ル
、
同
廿
六
日
ゟ
来

ル
卯
正
月
十
六
日
迄
ハ
一
日
ニ
壱
人
前
米
ニ
而
弐
合
ツ
ヽ
遣
し

候
、
御
上
様
ゟ
も
窮
民
御
救
と
し
て
忝
な
く
も
御
米
御
下
被
下

置
一
同
ニ
御
仁
政
之
程
難
有
恐
悦
至
極
奉
存
候

　
　
　
乍
恐
上
御
仁
政
有
、
下
実
勝
情
在
事
村
中
一
同
之
仕
合
、

　
　
　
末
代
ニ
至
迄
疎
ニ
不
可
致
事

　
　
　
従
是
当
村
之
仕
合

　
　
第
壱　
　
火
事
な
か
り
し
事

　
　
第
弐　
　
米
次
第
下
落
ニ
及
候
事

　
　
第
三　
　
場
所
へ
浪
不
来
事

出
火
ニ
而
焼
失
有
歟
又
ハ
場
所
へ
浪
来
リ
荒
候
ハ
ヽ
、

如
何
程
仁
慈
憐
愍
の
心
有
候
共
中
々
力
ニ
及
ハ
ず
村
方
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青
木
ヤ　
　
　
　
　
　

ド
イ　
　
　
　
　
　
　

内
ケ
ヤ

同
壱
俵　
仁
兵
衛	

同
弐
俵　
権
右
衛
門	

同
壱
斗　
豊
助

　
　
マ
ン
チ
ウ
ヤ　
　
　
　

カ
コ
ヤ　
　
　
　
　
　

万
ヤ

同
壱
俵　
忠
兵
衛	

銀
五
百
目　
新
蔵	

米
弐
俵　
甚
七

　
　
ヒ
ノ
ヤ　
　
　
　
　
　

カ
セ
ヤ　
　
　
　
　
　

大
工

同
五
俵　
理
助	

同
壱
俵　
喜
兵
衛	

同
弐
斗　
勘
兵
衛

　
　
吉
川
ヤ　
　
　
　
　
　

丁
子
ヤ　
　
　
　
　
　
立
花
ヤ

同
壱
俵　
儀
助	

同
弐
俵　
茂
兵
衛	

同
壱
俵　
平
兵
衛

　
　
古
手
ヤ　
　
　
　
　
　

カ
ト
ヤ　
　
　
　
　
　

住
吉
ヤ

同
壱
俵　
権
四
良	

銀
四
拾
目　
利
兵
衛	

同
四
拾
目　
嘉
七

　
　
赤
キ
リ　
　
　

  　
　
田
中
ヤ　
　
　
　
　
　
山
モ
ト
ヤ

同
四
拾
目　
善
兵
衛	

米
弐
俵　
　
藤
兵
衛	

同
壱
俵 　

 

平
兵
衛

　
　
シ
ヲ
サ
キ
ヤ  　

  　
ヒ
ロ
ヤ　
　
　
　
　　
タ
ケ
ヤ

同
弐
俵　
　

仙
助	

同
弐
斗　
　

嘉
兵
衛	

同
壱
俵　

  

善
吉

　
　
油
ヤ　
　
　
　
　
　
魚
ト
イ
ヤ　
　
　
　
　
藤
ノ

同
弐
斗　
　

久
蔵	

同
壱
俵　

  

長
三
郎	

同
壱
俵  　
孫
三
良

　
　
大
コ
ク
ヤ  　
　
　
　

ア
メ
ヤ　
　
　
　
　
　
大
ナ
ヤ

同
弐
斗　
重
助	

同
壱
俵　

  

和
助	

同
弐
斗　
儀
兵
衛

　
　
ス
ハ
ラ
ヤ　

 　
　
　
マ
ス
ヤ 　
　
　
　
　
　
イ
ツ
ミ

同
壱
俵　

 

伊
兵
衛	

同
壱
俵 　
喜
兵
衛	

同
壱
俵　
弥
右
衛
門

　
　
ハ
マ
ノ
ヤ 　
　
　
　
ア
ミ
ヤ 　
　
　
　
　
　

小
間
物
ヤ

同
壱
石　
伊
兵
衛	

同
三
俵  　
治
助	

銀
三
拾
四
匁
藤
兵
衛

　
　
ハ
シ
モ
ト　
　
　
　

 

ス
ミ
ヤ 　
　
　
　
　
　
糸
我
ヤ

金
百
疋　
九
郎
治
良	

米
壱
石  　
伊
助	

同
弐
斗　
重
次
良

　
　

高
宮
ヤ　
　
　
　
　
　

ス
ハ
ラ
ヤ　
　
　
　

 

ハ
マ
ヤ

同
拾
五
石　
友
之
助	

同
拾
石
太
郎
左
衛
門	

同
拾
石　
　
重
治

　
　
ハ
ナ
ヤ　
　
　
　
　
　

ヒ
ノ
ヤ　
　
　
　
　
　

ハ
ナ
ヤ

同
拾
石　
忠
兵
衛	

同
弐
拾
俵　
庄
助	

同
拾
石　
　
孫
六

　
　
本
下　
　
　
　
　
　
　

川
口
ヤ　
　
　
　
　

  

阿
瀬

同
拾
石　
熊
右
衛
門	

銀
五
百
目　
弥
兵
衛	

同
米
拾
石　
宇
兵
衛

　
　
ア
ミ
ヤ　
　
　
　
　
　

ア
ミ
ヤ　
　
　
　
　
　
竹タ
ケ
ヤ

同
弐
拾
俵　
松
兵
衛	
同
拾
石　

  

清
兵
衛	

銀
三
百
目　
重
太
郎

　
　
サ
ヽ
ヤ　
　
　
　
　
　

赤
キ
リ　
　
　

  　
　
ノ
ダ
村

同
五
百
目　
庄
八	

同
三
百
目
善
右
衛
門	

米
四
俵　
　
基
輔

　
　
船
坂
岩
倉  　
　
　
　
在
モ
ト
ヤ  　
　
　
　
ス
ハ
ラ
ヤ

同
筵
百
枚
善
右
衛
門	

銀
三
拾
四
匁
忠
兵
衛	

同
三
拾
四
匁
清
兵
衛

　
　
油
ヤ　
　
　
　

        

カ
セ
ヤ　
　
　
　
　

   

山
形
ヤ

同
三
拾
四
匁
伝
九
郎	

同
拾
七
匁　
嘉
七	
米
弐
俵　

  

佐
兵
衛

　
　
中
ヤ　
　
　
　
　
　
　

ス
ミ
ヤ　
　
　
　
　
　
油
ヤ

同
壱
俵　
亦
兵
衛	

同
三
俵　
兵
右
衛
門	

同
五
俵　
　
久
七

　
　
丸
ノ　
　
　
　
　
　
　

吉
川
ヤ　
　
　
　
　
　

ク
リ
ヤ

同
五
俵　
長
五
良	

同
壱
俵　
喜
兵
衛	

同
弐
俵　
　
清
兵
衛

　
　
油
ヤ  　
　
　
　
　
　
大
サ
カ
ヤ　
　
　
　
　

中
ヤ

同
壱
俵　
平
七	

同
壱
俵　
伴
助	

同
弐
斗　
善
兵
衛

　
　
コ
ン
ヤ　

  　
　
　
　
ヲ
カ
ヤ　
　
　
　
　
　
ハ
ナ
ヤ

同
弐
斗　
吉
右
衛
門	

同
弐
斗　
武
兵
衛	

同
五
俵　
源
助

　
　
ヒ
ロ
タ
ヤ  　
　
　
　
ス
ハ
ラ
ヤ　
　
　
　
　
カ
サ
ヤ

同
弐
俵　
佐
兵
衛	

同
弐
俵　
金
兵
衛	

同
壱
俵　
伝
七
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ア
メ
ヤ　
　
　
　
　
栩
ノ　
　
　
　
　
　
　
キ
ヤ

同
壱
斗
六
升　
伝
蔵	

同
五
俵　

  

長
太
良	

同
六
斗  　
半
兵
衛

　
　
丁
子
ヤ　
　
　

  　
　

タ
ナ
ノ　
　
　
　
　
　
　

タ
ナ
ノ

銀
五
拾
匁  

喜
兵
衛	

同
五
俵　
長
右
衛
門	

同
壱
俵
次
郎
右
衛
門

　
　
田
中　
　
　
　

  　
　

タ
ヽ
ミ
ヤ　
　
　　
　
下
ノ

同
五
俵　
長
七	

同
壱
斗　
久
蔵	

金
百
疋　
　
勘
助

　
　
下
ノ            　
浜
口
儀
兵
衛　
　
　　
　
酒
ヤ

米
弐
俵　
小
七	

同
拾
五
俵　
取
次
某	

銀
百
目  　
彦
兵
衛

　
　
カ
ト
ヤ　
　
　
　
　
久
世　
　
　
　
　

    　
上
ノ

同
三
拾
目　
長
兵
衛	

米
弐
斗   

長
兵
衛	

銀
百
匁  　
庄
兵
衛

　
　
牛
尾   　
　
　
　
　
タ
ナ
ノ　
　
　
　
垣
内
左
助
取
次

米
壱
石　
善
右
衛
門	

同
五
石　

  

長
兵
衛	

金
拾
両　
ス
ハ
ラ
某

　
　
カ
サ
ヤ 　
　
　
　
　
上
田　
　
　
　
　

   　
ヲ
カ
ヤ

白
米
小
升
五
升 

嘉
右
衛
門	

銀
百
目　
　
了
悦	

金
三
両  　
弥
八

　
　
幸
福
太
夫
ノ
内　
　
北
村　
　
　
　
　
　
　
　

米
ヤ

同
弐
百
疋
橋
本
織
衛	

銀
五
百
目
清
左
衛
門	

同
五
百
目  

伊
兵
衛

　
　
ア
ミ
ヤ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
水
シ
リ

同
五
百
目 

五
郎
右
衛
門	

同
五
両　
肝
煎
中	

米
弐
拾
俵　
市
治
良

　
　
ノ
ダ
村

同
弐
拾
俵
喜
右
衛
門

右
急
変
の
折
柄
銘
々
難
儀
ヲ
顧
ず
救
合
施
行
致
し
候
段
寄
特
の

至
リ
と　

上
様
ニ
も
甚
神
妙
ニ
被
思
召
、
恐
多
ク
モ
夫
々
へ
御

褒
美
或
ハ
御
誉
等
ヲ
被
下
置
候
段
、
家
の
面
目
且
ハ
当
主
の
規

　
　
宮
原
ヤ　
　
　
　
　
　

カ
ナ
ヤ　
　

  　
　
　　

ハ
シ
モ
ト

銀
四
拾
目　
新
助	

同
三
拾
四
匁　
多
兵
衛	

金
壱
両  

儀
左
衛
門

　
　
ヤ
ナ
キ
ヤ　
　
　
　

 

立
花
ヤ
藤
助　
　
　

 　
ク
ス
リ
ヤ

米
四
俵　
半
蔵	

銀
三
拾
四
匁 

同
与
兵
衛	

米
三
俵　
茂
兵
衛

　
　
油
ヤ　
　
　
　
　

   

ス
ハ
ラ
ヤ　

     　

 　

 

ト
キ

同
三
俵　
市
三
良	
銀
八
匁　
　
権
六	

米
弐
石　
乙
右
衛
門

　
　
ハ
ナ
ヤ 　
　
　
　
　

  
米
ヤ　
　
　
　
　

  　
泉
ヤ

同
三
俵　
新
兵
衛	

同
壱
俵　
　
利
兵
衛	

白
米
弐
斗　
伝
吉

　
　
秋
田
ヤ　
　
　
　

     
丸
山
ヤ 　
　
　
ス
ハ
ラ
キ
タ
ム
ラ

同
壱
斗　
七
兵
衛	

同
五
俵　

  
茂
助	

同
三
拾
俵　
角
兵
衛

　
　
ス
ハ
ラ　
　
　
　

 　

  

青
石　
　
　
　
　
　

  

左
官

同
五
俵　
某	

同
拾
五
俵　
八
兵
衛	
同
壱
俵　
　
文
助

　
　
カ
サ
ヤ 　
　
　
　
　
　
戎
ヤ　
　
　
　
　
　
京
ヤ

同
壱
俵　
甚
吉	

銀
拾
五
匁　
藤
兵
衛	

白
米
弐
斗　
六
兵
衛

　
　
山
本   　
　
　
　
　
　
ア
ミ
ヤ　
　
　
　
　
　

西
ヒ
ロ
ヤ

米
壱
俵　
作
助	

同
壱
俵　
　

仙
助	

銀
四
拾
目　
源
助

　
　
カ
ト
ヤ　
　
　
　

 　
　
若
山
ヤ　
　

  　
　
　

青
木
村

同
六
升　
喜
助	

白
米
弐
斗
四
升
岡
蔵	

金
五
両　
三
右
衛
門

　
　
ス
ハ
ラ
ヤ　
　
　
　
　
カ
メ
石　
　
　

 　
　
ヲ
カ
ヤ

同
五
両　
理
兵
衛	

米
弐
拾
俵　
勘
兵
衛	

同
壱
石　
次
郎
兵
衛

　
　
　
中
し
ま
ヤ　
　
　
　
千
川　
　
　
　
　　
久
世

同
弐
俵　
善
蔵	

同
弐
俵　
　
武
兵
衛	

同
五
斗　
　
十
兵
衛

　
　
　
久
世　
　
　
　
　
　
万
ヤ　
　
　
　
　
　
　

小
原

同
壱
俵　
重
助	

同
壱
俵　
　
惣
吉	

同
壱
斗　
　
藤
八
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二
十
九・
三
十
年
度
の
民
間
所
在
資
料
保
存
状
況
調
査
に
つ
い
て
―
日
高

町
・
白
浜
町
・
新
宮
市
・
北
山
村
―
」（『
同
紀
要
』
第
二
十
二
号
、
令
和

二
年
）
を
参
照
。

（
4
）
前
掲
注
（
1
）
書
八
三
四
～
八
三
五
頁

（
5
）
江
川
瑞
峰
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

（
6
）
同
前

（
7
）
前
掲
注
（
４
）

（
８
）『
日
本
国
語
大
辞
典　
第
二
版
』
第
十
三
巻
（
小
学
館
、二
〇
〇
二
年
）

六
三
五
頁

（
９
）
た
だ
し
、
本
稿
で
は
原
本
未
確
認
で
あ
り
、
湯
浅
町
教
育
委
員
会
所

蔵
の
コ
ピ
ー
を
利
用
し
た
。

（
10
）
資
料
①
又
は
そ
の
親
本
自
体
を
指
す
可
能
性
も
あ
る
。

（
11
）『
紀
伊
続
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
湯
浅
市
街
地
は
東
西
南
北
の
四
組
に

分
か
れ
て
い
た
（
歴
史
図
書
社
本
『
紀
伊
続
風
土
記
』
㈡
、
三
五
九
頁
）。

な
お
、
安
政
地
震
津
波
時
、
北
組
と
南
組
の
庄
屋
は
北
村
清
左
衛
門
が
兼

帯
し
、
西
組
は
米
屋
伊
兵
衛
、
東
組
は
網
屋
五
郎
右
衛
門
が
庄
屋
を
務
め

て
い
る
（
資
料
①
）。

（
12
）
吉
河
屋
儀
助
と
資
料
②
の
現
所
蔵
者
と
の
つ
な
が
り
も
不
明
で
あ
る
。

（
13
）
資
料
④
は
、
圓
生
紘
子
氏
の
所
蔵
で
あ
っ
た
が
、「
地
域
に
眠
る
『
災

害
の
記
憶
』
と
文
化
遺
産
を
発
掘
・
共
有
・
継
承
す
る
事
業
」
調
査
を
機

に
湯
浅
町
教
育
委
員
会
に
寄
贈
さ
れ
た
。
な
お
、
資
料
④
の
作
成
者
と
思

し
き
綛
屋
嘉
七
と
圓
生
家
と
の
つ
な
が
り
は
不
明
で
あ
る
。

（
14
）
湯
浅
村
域
の
宝
永
地
震
津
波
に
つ
い
て
は
、「
一
七
〇
七
年
宝
永
地
震

津
波
の
記
憶
」（
ａ
和
歌
山
県
立
博
物
館
編
『
先
人
た
ち
が
残
し
て
く
れ

た
「
災
害
の
記
憶
」
を
未
来
に
伝
え
る
Ⅵ
―
命
と
文
化
遺
産
と
を
守
る
た

め
に
―
【
湯
浅
町
・
広
川
町
】』（
和
歌
山
県
立
博
物
館
施
設
活
性
化
事
業

実
行
委
員
会
、
令
和
三
年
）
四
～
五
頁
）、
和
歌
山
県
立
博
物
館　
前
田

正
明
「
一
七
〇
七
年
宝
永
地
震
津
波
と
湯
浅
・
広
」（
ｂ
同
館
編
『
現
地

学
習
会
歴
史
か
ら
学
ぶ
防
災
二
〇
二
〇
―
命
と
文
化
遺
産
と
を
守
る
―

（
発
表
資
料
集
）』（
同
実
行
委
員
会
、
令
和
三
年
）
五
四
～
六
一
頁
）
参

模
難
有
奉
頂
戴
シ
候
事
、
永
々
の
末
ニ
い
た
る
ま
で
美
談
の
種

ニ
し
る
し
置
候

（
後
略
）

注（
１
）
湯
浅
町
史
編
纂
委
員
会
『
湯
浅
町
誌
』（
湯
浅
町
役
場
、
昭
和
四
十
二

年
）
三
四
一
～
三
四
八
頁
、
九
三
〇
～
九
三
三
頁

（
２
）
地
震
研
究
所
羽
鳥
徳
太
郎
・
相
田
勇
・
坂
下
至
功
・
日
比
谷
紀
之
「
和

歌
山
県
湯
浅
・
広
に
遡
上
し
た
南
海
道
津
波
の
調
査
―
一
九
四
六
年
南
海

道
お
よ
び
宝
永
・
安
政
津
波
に
つ
い
て
―
」（『
地
震
研
究
所
彙
報
』
第

五
八
号
、
一
九
八
三
年
）
等
、
湯
浅
村
に
お
け
る
安
政
地
震
津
波
に
つ
い

て
言
及
し
た
研
究
は
他
に
も
あ
る
が
、
論
拠
と
な
る
記
録
の
選
択
及
び
解

釈
は
、
山
下
著
書
及
び
『
湯
浅
町
誌
』
の
成
果
に
依
っ
て
い
る
。

（
3
）
文
化
庁
補
助
金
事
業
で
あ
る
「
地
域
に
眠
る
『
災
害
の
記
憶
』
と
文

化
遺
産
を
発
掘
・
共
有
・
継
承
す
る
事
業
」
は
、
事
業
実
施
主
体
で
あ
る

和
歌
山
県
立
博
物
館
施
設
活
性
化
事
業
実
行
委
員
会
の
下
、
和
歌
山
県

立
博
物
館
を
中
心
に
同
県
教
育
庁
文
化
遺
産
課
、
和
歌
山
県
立
文
書
館
、

歴
史
資
料
保
全
ネ
ッ
ト
・
わ
か
や
ま
、
神
戸
大
学
等
が
協
力
し
て
平
成

二
十
六
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。
各
年
度
の
事
業
対
象
地
域
内
に
お

い
て
、
過
去
の
災
害
に
関
す
る
記
録
、
記
念
碑
、
口
碑
、
痕
跡
、
遺
跡
等

を
中
心
に
、
未
指
定
の
も
の
を
含
む
文
化
財
の
所
在
確
認
調
査
等
を
行

う
。
同
事
業
と
和
歌
山
県
立
文
書
館
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
平

成
二
十
六
年
度
の
民
間
所
在
資
料
保
存
状
況
調
査
に
つ
い
て
―
御
坊
市
・

美
浜
町
・
日
高
川
町
・
那
智
勝
浦
町
―
」（『
和
歌
山
県
立
文
書
館
紀
要
』

第
十
八
号
、
平
成
二
十
八
年
）、「
平
成
二
十
七・
二
十
八
年
度
の
民
間
所

在
資
料
保
存
状
況
調
査
に
つ
い
て
―
由
良
町
・
印
南
町
・
す
さ
み
町
・
太

地
町
・
串
本
町
―
」（『
同
紀
要
』
第
二
十
号
、
平
成
三
十
年
）、「
平
成
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励
ム
、
海
防
方
湯
浅
組
頭
分
菊
池
孫
輔
の
下
地
に
順
ひ
て
申
様
仰
渡
さ

れ
、
力
士
組
五
十
人
斧
を
持
た
せ
は
つ
び
を
着
せ
是
等
も
浦
方
異
船
の
御

手
当
な
り
、
地
士
・
町
人
・
百
性
に
至
る
迄
釼
術
・
鎗
術
・
大
筒
・
鉄
炮

に
至
る
ま
で
日
々
稽
古
」

（
30
）
前
掲
注
（
１
）
書
一
三
六・一
三
七
頁

（
31
）
前
掲
注
（
１
）
書
八
三
二
頁

（
32
）「
此
度
、
大
砲
御
手
伝
被
仰
付
候
人
数
の
内
海
防
掛
剣
術
方
浦
組
筒
非

常
方
人
別
名
前
帳　
湯
浅
村
」
前
掲
注
（
１
）
書
一
三
九・一
四
〇
頁

（
33
）
現
時
点
で
同
一
人
物
又
は
同
一
家
内
の
人
物
と
確
認
で
き
る
の
は
、

前
注
資
料
中
の
人
名
全
八
三
名
中
六
〇
名
あ
る
。
す
な
わ
ち
数
見
清
七
、

古
銅
屋
八
郎
兵
衛
、網
屋
清
兵
衛
、岡
屋
弥
八
、丸
屋
長
五
郎
、酒
屋
伝
六
、

米
屋
利
兵
衛
、
傘
屋
甚
吉
、
炭
屋
兵
右
衛
門
、
饅
頭
屋
忠
兵
衛
、
大
阪
屋

半
六
、
前
田
屋
四
郎
兵
衛
、
竹
屋
重
太
郎
、
赤
桐
屋
善
右
衛
門
、
山
形
屋

瀬
七
、
網
屋
甚
兵
衛
、
登
岐
屋
五
兵
衛
、
角
屋
喜
右
衛
門
、
小
間
物
屋
次

兵
衛
、樹
屋
定
右
衛
門
、花
屋
長
次
郎
、柳
屋
次
助
、能
見
屋
市
郎
右
衛
門
、

土
井
屋
弥
右
衛
門
、
木
屋
彦
三
郎
、
阿
瀬
屋
卯
兵
衛
、
高
宮
屋
友
之
助
、

井
関
屋
善
兵
衛
、
笹
屋
庄
八
、
花
屋
新
兵
衛
、
立
花
屋
吉
兵
衛
、
本
下

屋
熊
右
衛
門
、
花
屋
源
助
、
油
屋
市
三
郎
、
萬
屋
甚
七
、
岡
屋
次
兵
衛
、

角
屋
長
兵
衛
、
栩
野
屋
長
右
衛
門
、
網
屋
専
助
、
山
形
屋
佐
兵
衛
、
秋
田

屋
長
右
衛
門
、
魚
問
屋
長
三
郎
、
岡
屋
武
兵
衛
、
丁
子
屋
茂
兵
衛
、
丸
山

屋
茂
助
、
船
（
飴
）
屋
和
助
、
紺
屋
吉
右
衛
門
、
立
花
屋
平
兵
衛
、
栖
原

屋
清
兵
衛
、
角
屋
利
兵
衛
、
塩
崎
屋
専
助
、
竹
屋
善
吉
、
栖
原
屋
金
兵
衛
、

油
屋
伝
七
、
角
屋
右
馬
太
郎
、
浜
屋
十
二
、
花
屋
孫
六
、
栩
野
屋
長
兵
衛
、

花
屋
忠
兵
衛
及
び
筆
屋
平
蔵
。

（
34
）
広
村
に
お
け
る
安
政
地
震
津
波
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
の
最
新
の
研

究
は
、「
渾
身
の
災
害
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
」（
前
掲
注
（
14
）
ａ
書
八
～
九

頁
）、
印
南
中
学
校
阪
本
尚
生
「
渾
身
の
災
害
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
―
安
政

聞
録
に
描
か
れ
た
広
・
湯
浅
の
津
波
被
害
―
」、
和
歌
山
県
立
文
書
館
砂

川
佳
子
「
広
村
永
遠
の
救
済
策
―
濱
口
梧
陵
に
よ
る
安
政
南
海
地
震
か
ら

の
復
興
―
」（
前
掲
注
（
14
）
ｂ
書
一
四
～
二
九
頁
）
参
照

照
（
15
）
前
掲
注
（
11
）
な
お
書

（
16
）
幕
末
期
、西
洋
流
大
砲
打
方
稽
古
人
に
北
村
佐
太
六
の
名
が
あ
る
（
前

掲
注
（
１
）
書
一
三
八
頁
）。
ま
た
同
人
は
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）

に
湯
浅
村
庄
屋
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
（
同
書
一
〇
七
頁
）。
ま
た
、

「
此
度
、
大
砲
御
手
伝
被
仰
付
候
人
数
の
内
海
防
掛
剣
術
方
浦
組
筒
非
常

方
人
別
名
前
帳　
湯
浅
村
」
に
大
阪
屋
伊
助
の
名
が
あ
る
（
同
書
一
三
九

頁
）。
同
じ
屋
号
で
あ
る
こ
と
か
ら
同
族
と
思
わ
れ
る
。
以
上
か
ら
、
Ｃ

－

５
原
本
の
筆
者
は
大
坂
屋
清
左
衛
門
と
判
断
す
る
。

（
17
）
前
掲
注
（
１
）
書

（
18
）
筆
跡
及
び
「
湯
浅
山
下
氏
所
持
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

山
下
竹
三
郎
が
作
成
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

（
19
）
前
掲
注
（
14
）
参
照

（
20
）
前
掲
注
（
８
）
書
第
五
巻
一
〇
六
二
頁
「
込
潮
」。
た
だ
し
、
同
書
に

は
和
歌
山
市
の
方
言
と
し
て
「
満
潮
」
の
意
も
あ
る
と
す
る
。
い
ず
れ
の

解
釈
で
も
文
意
は
通
じ
る
が
、
少
な
く
と
も
こ
こ
で
は
潮
の
干
満
が
異
常

な
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
解
釈
は
間
違
い
な
い
。

（
21
）
文
脈
か
ら
、
栖
原
坂
辺
り
に
あ
っ
た
集
落
と
考
え
ら
れ
る
。

（
22
）「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
津
波
浸
水
予
測
図(

湯
浅
地
区)
」（『
湯
浅

町
津
波
避
難
マ
ッ
プ
』
湯
浅
町
、
平
成
二
十
六
年
）

（
23
）
前
掲
注
（
11
）
書
三
五
八
頁

（
24
）
同
前

（
25
）
前
掲
注
（
１
）
書
八
九
〇・八
九
一
頁

（
26
）
前
掲
注
（
１
）
書
一
四
〇
頁

（
27
）
資
料
③
「
御
上
様
ゟ
窮
民
御
救
と
し
て
忝
も
四
度
程
ニ
米
八
九
拾
石

計
、
流
れ
家
汐
入
之
者
共
へ
家
木
料
と
し
て
銀
子　
　
御
下
ケ
被
為
成
下

一
統
御
仁
政
難
有
恐
悦
至
極
ニ
奉
存
候
」

（
28
）
前
掲
注
（
１
）
書
一
一
五
～
一
二
三
頁

（
29
）
資
料
⑥
「
当
所
浦
方
鉄
炮
相
知
ら
へ
の
上
新
に
鉄
炮
仰
付
ら
る
所ゝ

数
人
集
ニ
し
て
十
組
に
分
、
組
頭
角
屋
右
馬
太
郎
毎
日
稽
古
油
断
な
く
相
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（
35
）
杉
村
広
太
郎
編
・
刊
『
濱
口
梧
陵
伝
』（
大
正
九
年
）、
広
川
町
誌
編

纂
委
員
会
『
広
川
町
誌
』
上
・
下
（
昭
和
四
十
九
年
）
等

（
36
）
同
前

（
37
）
拙
稿
「
日
高
町
津
久
野
の
宝
永・安
政
津
波
記
録
と
紀
州
藩
の
「
日
銭
」

徴
収
―
塩
崎
家
文
書
よ
り
―
」（『
和
歌
山
県
立
文
書
館
紀
要
』
第
二
十
二

号
、
令
和
二
年
）

［
謝
辞
］

　
本
稿
の
執
筆
を
含
む
湯
浅
町
に
お
け
る
「
地
域
に
眠
る
『
災
害
の
記
憶
』

と
文
化
遺
産
を
発
掘
・
共
有
・
継
承
す
る
事
業
」
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

数
見
寿
郎
氏
、
阪
本
尚
生
氏
、
瀬
藤
明
子
氏
、
新
田
正
子
氏
、
藤
田
正
氏
、

圓
生
紘
子
氏
、
最
勝
寺
住
職
北
山
覚
氏
、
勝
楽
寺
住
職
江
川
瑞
峰
氏
、
深

専
寺
住
職
松
下
瑞
應
氏
、
同
寺
副
住
職
松
下
瑞
良
氏
、
神
奈
川
大
学
日
本

常
民
文
化
研
究
所
、
湯
浅
町
教
育
委
員
会
及
び
同
町
地
方
創
生
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
推
進
課
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
方
に
多
大
な
御
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

和
歌
山
県
立
文
書
館
民
間
所
在
資
料
調
査
員
も
お
務
め
い
た
だ
い
た
垣

内
貞
元
同
町
教
育
長
の
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。


